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第 1 章 計画の策定にあたって 

1．計画策定の趣旨・背景 

人生 100 年時代を迎え、生涯学習による生きがいづくりや、多様な幸せを感じられる

社会の実現が求められている中、読書は考える力を身につけ、感性を豊かにして生きる力

を育むための重要な活動といえます。 

読書は、一生涯にわたって、個人の学びや成長を支えるものであり、「いつでも・どこで

も」学び続ける手段です。こどもの頃の読書が健やかな成長につながる要素であること1

が報告されており、全国学力学習状況調査においては読書量と学力に相関関係が見られ

ます2。また、滋賀県と滋賀大学による健康寿命の要因分析で、読書量が健康寿命の延伸

につながること3も報告されています。 

本市では、これまで、こどもの読書活動の推進に関する取組や方向性を示す計画として

位置付けている、「草津市子ども読書活動推進計画」に基づき、乳幼児から 18歳までを対

象とした施策を、また、図書館の方向性を示す計画として位置付けている、「草津市の図書

館運営計画」に基づき、図書館運営、図書館サービスを推進してきました。 

しかしながら近年、年齢を問わず不読率（1 か月に 1 冊も本を読まない人の割合）の上

昇が課題となっており、令和 5（2023）年に国が策定した「第五次子どもの読書活動の推

進に関する基本的な計画」においては、こどもだけでなく、大人も含めた読書活動の推進

も課題に挙げられています。 

このようなことから、市民誰もが読書に親しみ、生涯にわたり学び心豊かに過ごすこと

ができる「読書のまち」を目指し、全世代・全市域で総合的に読書活動を推進するため、市

の２計画を内包した計画として「草津市読書のまち推進計画」を策定します。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

1 文部科学省「令和 2 年度『体験活動等を通じた青少年自立支援プロジェクト』青少年の体験活動の推進に関する調査研究 

報告書」https://www.mext.go.jp/content/20210908-mxt_chisui01-100003338_2.pdf（令和6年 11月

5日閲覧） 

2 国立教育政策研究所「令和５年度 全国学力・学習状況調査 調査結果資料」 

 https://www.nier.go.jp/23chousakekkahoukoku/（令和 6年 11月 5日閲覧） 

3 滋賀県「平成 30年度平均寿命・健康寿命要因分析（第 2弾）および「健康しが」県民意識調査の結果」 

https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kenkouiryouhukushi/kenkou/304573.html（令和 6 年 11 月 5 日

閲覧） 
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2．計画の位置付け 

 「第 6 次草津市総合計画」や「草津市教育振興基本計画」を上位計画とし、その他

の「草津市こども・若者計画」等の関連計画と整合性を保ちながら、施策を総合

的に推進するための計画と位置付けます。 

 子どもの読書活動の推進に関する法律第 9 条第 2 項に基づく、「市町村子ども

読書活動推進計画」および視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律

（読書バリアフリー法）第 8 条第 1 項に基づく「当該地方公共団体における視覚

障害者等の読書環境の整備の推進に関する計画」を含む計画とします。 

 県の「滋賀県子ども読書活動推進計画」や「滋賀県読書バリアフリー計画」との整

合を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

草津市健幸都市づくり基本方針 第 6 次草津市総合計画 

補完 

草津市教育振興基本計画 

草津市読書のまち推進計画 

計画期間：令和 7 年度～令和 11 年度 

・第 3 次草津市子ども読書活動推進計画 ・草津市の図書館運営計画（後期） 

整合 

内包 

草津市こども・若者計画 

他 関連計画 
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3．SDGs との関連性 

平成 17（2005）年 9 月に国連で「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が採

択され、平成 27（2015）年から令和 12（2030）年までの国際目標として、「ＳＤＧｓ

（Sustainable Development Goals）」が示されました。 

「SDGs」は誰一人取り残さない社会を目指し、持続可能な世界を実現するための 17

のゴールと 169のターゲットで構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画では、「3．すべての人に健康と福祉を」、「4．質の高い教育をみんなに」、「10．人

や国の不平等をなくそう」、「11．住み続けられるまちづくりを」、「17．パートナーシップで

目標を達成しよう」等を関連目標として掲げ、SDGsの視点を踏まえた取組を進めます。 

 

  

 

 

 

４．計画の期間 

本計画の期間は、令和 7（2025）年度から令和 11（2029）年度の 5か年とします。た

だし、社会情勢の変化や、計画の進捗状況により、必要に応じて見直しを行います。  
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第 2 章 読書環境をめぐる現況と課題 

 

1．社会情勢・読書環境の変化 

 日本では高齢化が急速に進んでおり、令和 17（2035）年には高齢化率が 32％の水準

になると予測されています4。人生を健幸で、心豊かに過ごすためには、生涯にわたる学び

を得ることが重要となります。しかし、ライフスタイルの多様化により「読書離れ」や「活字

離れ」が問題となっており、全国的には相次ぐ書店の閉店や公共図書館の利用の減少等、

本と出合う機会も減っています。一方で、インターネットや電子機器（スマートフォン等）の

普及により、音声や動画を含むデジタルブックも登場するなど、読書の形態も変化してい

ますが、若い世代を中心に電子機器に時間を消費し読書量が減少する傾向があります 5。 

小中学生の読書活動について不読率の状況をみると、令和 6（2024）年度には全国で

小学生が 8.5％、中学生が 23.4％となっており、滋賀県内においては、小学生 5.5％、

中学生 13.1％となっています。全国的に学校段階が進むにつれて不読率の上昇が課題と

なっています。 

 本市においても、全国的な傾向と同様、令和 6（2024）年度では小学生が 6.4％、中学

生では 24.0％と前年度よりともに上昇しており、中学校においては全国平均を上回る結

果となっています。 

 

 

  

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

4 厚生労働省「我が国の人口について」https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_21481.html（令和 6 年 11 月 5

日閲覧） 

5文化庁「令和 5年度 国語に関する世論調査」  

https://www.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan/tokeichosa/kokugo_yoronchosa/pdf/9411170

1_03.pdf（令和 6年 11月 5日閲覧） 
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また、令和 5（2023）年度に文化庁が実施した「国語に関する世論調査」の結果5による

と、成人における不読率は 62.6％に達しており、読書をしない人が多くなっている傾向

にあります。 

令和 3（2021）年の国立青少年教育振興機構の調査結果6では、こどもの頃に多く読書

をしていた成人は、そうでない人と比べ自己理解力（自己肯定感を含む）や、批判的思考力

（コミュニケーション力を含む）、主体的行動力等が高い傾向にあり、また、紙媒体で読書を

していた人はそうでない人と比べ、これらの能力が高い傾向にあることが示されています。 

 

2．国・県の動向 

  国は、平成 13（2001）年 12 月にこどもの読書活動の推進に関する基本理念を定め

た「子どもの読書活動の推進に関する法律」を施行し、令和 5（2023）年からは同法律に

基づいた「第五次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」を定め、不読率の低減

や、多様なこどもの読書機会の確保、デジタル社会に対応した読書環境の整備、こどもの

視点に立った読書活動等を推進しています。 

 また、滋賀県においても、平成 17（2005）年に「滋賀県子ども読書活動推進計画」を策

定し、令和 6（2024）年に第 5次計画を策定されました。 

令和元（2019）年 6月には、視覚障害者等の読書環境の整備を総合的かつ計画的に推

進するため、「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」（読書バリアフリー法）

が施行されました。これに伴い、令和 2（2020）年 7月には国が「視覚障害者等の読書環

境の整備の推進に関する基本的な計画」（読書バリアフリー基本計画）を、令和 4（2022）

年に滋賀県が「滋賀県読書バリアフリー計画」を策定し、障害の有無にかかわらず全ての国

民が読書をすることのできる環境を整備し、等しく読書を通じて文字・活字文化の恵沢を

享受することができる社会の実現に向け、取組が進められています。 

  

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 

6国立青少年教育振興機構「子どもの頃の読書活動の効果に関する調査研究」 

 https://koueki.net/user/niye/110367174-1.pdf（令和 6年 12月 16日閲覧） 
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3．市の動向 

こどもの読書活動においては、国の「子どもの読書活動の推進に関する基本計画」およ

び県の「滋賀県子ども読書活動推進計画」を基本とし、平成 20（2008）年 3 月に本市の

こどもの読書活動推進の取組や方向性を示した「草津市子ども読書活動推進計画」を策定

し、令和2（2020）年3月に「第３次草津市子ども読書活動推進計画」を策定し、家庭読書

の啓発やこどもの読書習慣の形成の支援等によりこども読書活動を推進してきました。 

市内の公立小中学校においては、学校司書の配置や学校図書館資料のデータベース化

等により学校図書館の環境の充実と小中学生の読書活動の向上に努めています。 

 また、本市では、昭和 58（1983）年 7 月に草津市立図書館、平成 14（2002）年に草

津市立南草津図書館を開館し、移動図書館「わかくさ号」の運行や広域貸出サービスの実

施等、図書館に求められる利用者ニーズの高度化、多様化に対応し、様々な図書館サービ

スに取り組んできました。 

平成 23（2011）年には、「草津市図書館協議会」を設置し、草津市の図書館の方向性を

示した「草津市の図書館運営計画」を平成 27（2015）年 3 月に策定し、令和 2（2020）

年 3月に「草津市の図書館運営計画（後期計画）」を策定しました。 

 

4．図書館の利用状況 

直近 10年間の利用状況について、市民100人当たりの貸出冊数を県平均や全国平均

と比較すると高い値で推移しており、人口 10～15 万人の市町村の中でも常に貸出冊数

実績統計で10位以内に入っていることから、本市は図書館利用が非常に活発であるとい

えます。しかしながら、令和元（2019）年度末から始まる新型コロナウイルス感染症の世

界的流行以前の貸出冊数と同等には戻っていません。 

また、実利用率（年度内に一度以上の貸出利用があった人の割合）は、平成 26（2014）

年の 19.8％から減少傾向にあり、毎年 1,000 人前後の人口増に対して利用につなげる

ことができていないと考えられます。 
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5．本市の読書活動の推進状況 

 

（1）「第３次草津市子ども読書活動推進計画」の評価・課題 

 

①本との出合いと読書に親しむ環境づくり 

主な評価 

 乳幼児に絵本を開く楽しさを体験してもらい、本に親しむき

っかけをつくることができました。また、読書を通じた親子

のふれあいのきっかけにつなげることができました。 

 家庭読書啓発リーフレットの配布や、各種事業における読み

聞かせの啓発、こどもの読書活動の意義を伝え、こどもの読

書の習慣化を啓発することができました。 

 市内小学校を巡る移動図書館において、本と出合うきっか

けを作り、小学生に借りてもらうことができました。移動図

書館は小学生の楽しみの一つとなっています。 

 

今後 

取り組むべき

主な課題 

 地域の子育てサポーターや読書ボランティア等と協力しなが

ら、こどもが絵本や読み聞かせ等を楽しめる機会を広げてい

く必要があります。 

 今後も移動図書館を継続し、こどもの読書活動の活発化に

つなげていく必要があります。 
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②家庭・地域・学校・図書館等の連携による読書活動の推進 

主な評価 

 継続的な図書整備により、小中学校の学校図書館の蔵書充

足率 100％を引き続き達成することができました。また、劣

化した図書の更新を行うことで小中学校における読書環境

の向上を図ることができました。 

 ビブリオバトルや草津市図書館を使った調べるコンクール等

を実施することで、こどもが本に興味を持つことにつながり

ました。 

 

今後 

取り組むべき

主な課題 

 小中学生の不読率は年々上昇傾向にあり、また平均読書冊

数は減少傾向にあることから、読書への関心を高める必要

があります。 

 読書離れが進む傾向がみられることから、学校、家庭、地域、

図書館等が連携し、家庭におけるこどもの読書活動を支援し

ていく必要があります。 

 こどものニーズを反映した図書資料の充実や行事を実施す

るなど、こどもが足を運んでみたくなる学校図書館や公共図

書館づくりに取り組む必要があります。 

 障害のあるこどもや外国人のこども等、読書活動に支援を

必要とするこどもが本に親しみ読書を楽しむことができるよ

う、支援体制を整えていく必要があります。 

 

③こどもの読書に関する情報の提供と理解や関心を高める普及・啓発 

主な評価 

 点字貼り付け絵本や拡大写本等をボランティア団体に製作

いただき、提供することで様々なこどもの読書活動を推進す

ることができました。 

 

今後 

取り組むべき

主な課題 

 各施設での読み聞かせ等の事業において、効果的な情報発

信に努める必要があります。 

 読書ボランティア団体の育成等に取り組む必要があります。 
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 （2）「草津市の図書館運営計画（後期計画）」の評価・課題 

 

①図書館サービスの質を高める 

主な評価 

 市民の主体的な学習を支援する情報提供を行うことができ

ました。 

 市民のくらしに役立つ資料の提供を行うことができました。 

 高齢者・障害者・外国人向け資料の充実を行うことができま

した。 

 こども食堂への読書活動支援を行うことができました。 

 学校連携や年齢別事業を展開し、乳幼児から高校生まで切

れ目のないこどもの読書活動支援を行うことができました。 

 連携事業や企画展示によって、草津市の歴史・文化への市民

の関心を高めることができました。 

 情報発信を充実し、図書館の PR活動を展開することができ

ました。 

 

今後 

取り組むべき

主な課題 

 不読率を改善し読書活動につなげていくため、新しく図書館

を利用する市民を増やす必要があります。 

 図書館への来館が困難な市民（高齢者、障害者、要介護者と

その家族等、産前産後の女性、長期入院者等）に対して、移

動図書館や宅配等での貸出等利用者サービスの向上に努め

るほか、デジタル社会に対応した読書環境の整備を検討す

る必要があります。 

 草津市の地場産業に関する資料の継続的な収集に努め、地

域の伝統や、市民の郷土への関心を高める必要があります。 

 就学前施設や、学校図書館とのよりよい連携を模索し、切れ

目のないこどもの読書活動支援を行う必要があります。 

 市内施設や関係機関、大学等との連携事業を展開し、読書

の機会を拡大する必要があります。 
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②図書館運営の充実を図る 

主な評価 

 市民のニーズに沿う適切な資料選定で蔵書の充実を図り、

県内外の図書館との協力・連携体制も活用しながら、資料提

供を行うことができました。 

 多様なテーマの資料展示によって、市民の知的好奇心を刺

激し、新しい本との出合いをもたらすことができました。 

 市民の主体的な学習に高い水準で応えるため、司書のスキ

ル向上・育成に取り組むことができました。 

 

今後 

取り組むべき

主な課題 

 市民の多岐に渡るニーズに応えるため、計画的・組織的に蔵

書の更新と充実を進める必要があります。 

 市域全体での読書環境の充実を図るため、アウトリーチ型サ

ービスを充実する必要があります。 

 これまで築いてきた図書館サービスを高い水準で保持する

ため、職員研修の機会を充実させ、司書のスキルやノウハウ

の継承に組織的に取り組む必要があります。 

 

  



11 

6．市民アンケート結果について （概要） 

 

（1） 読書の好き嫌いについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読書が「好き」「どちらかというと好き」と回答した人は各年代のアンケートにおい

て約 65％～約 95％を占めています。 

 読書が好きになったきっかけとしては、小中学生においては「家に本があった」が 

約 50％であり、16歳以上においても 3人に 1人となっています。 

 読書が好きではない理由は、「家で本を読む習慣がなかった」「図書館が近くにな

かった」「書店が近くになかった」を合わせると 50％以上となっています。 

➡幼少期から家庭や身近に本がある読書環境を作り、読書習慣を形成することが必要 

読書が好き 

69.2%

26.7%

3.2%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

好きだと思う

どちらかというと好きだと思う

どちらかというと好きではないと思う

好きではないと思う

(N=987)

未就学児（保護者回答） 

85.9%

14.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

好き

好きではない

(N=3,076)

小学校低学年（1～3年生） 

小学校高学年（4～6年生） 

45.8%

34.9%

12.7%

6.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

好き

どちらかというと好き

どちらかというと好きではない

好きではない

(N=3,148)

中学生（1～3年生） 

30.3%

35.0%

20.5%

14.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

好き

どちらかというと好き

どちらかというと好きではない

好きではない

(N=2,738)

無作為抽出（16歳以上） 

33.1%

34.7%

21.4%

10.1%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

好き

どちらかというと好き

どちらかというと好きではない

好きではない

無回答

(N=883)
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読書が好きになったきっかけ 

小学校高学年（4～6年生） 

52.5%

26.8%

29.0%

20.0%

17.7%

35.9%

20.1%

15.0%

10.4%

15.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

家に本があった

図書館によく連れて行ってもらった

本屋さんによく連れて行ってもらった

読み聞かせをしてもらった

本が好きな周りの人に影響を受けた

学校で読書の時間があった

話題になっている本を読んだ

趣味や学習で調べた

インターネットやSNSの情報で興味を持った

特にきっかけはない、わからない

(N=2,541)

中学生（1～3年生） 

55.8%

23.5%

27.9%

18.4%

19.6%

27.7%

26.7%

16.8%

19.3%

15.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

家に本があった

図書館によく連れて行ってもらった

書店によく連れて行ってもらった

読み聞かせをしてもらった

本が好きな周りの人に影響を受けた

学校で読書の時間があった

話題になっている本を読んだ

趣味や学習で調べた

インターネットやSNSの情報で興味を持った

特にきっかけはない、わからない

(N=1,789)

無作為抽出（16歳以上） 

34.6%

15.1%

14.5%

10.4%

25.9%

38.8%

17.9%

15.4%

32.3%

22.6%

16.2%

22.6%

7.2%

5.9%

5.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

家に本があった

図書館によく連れて行ってもらった

書店によく連れて行ってもらった

読み聞かせをしてもらった

図書館で見て興味を持った

書店で見て興味を持った

本が好きな周囲の人に影響を受けた

学校等で読書の時間があった

話題になっている本を読んだ

趣味や学習で調べた

ドラマや映画の原作や関連本を読んだ

新聞や雑誌の情報で興味を持った

インターネットやSNSの情報で興味を持った

その他

特にきっかけはない、わからない

(N=598)

読書が好きではない理由 

35.3%

10.4%

4.0%

2.2%

40.6%

42.8%

11.9%

13.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

家で本を読む習慣がなかった

図書館が近くになかった

書店が近くになかった

おもしろくない

読むのに時間がかかる

読むと疲れる・面倒

特に理由はない、わからない

その他

(N=278)

無作為抽出（16歳以上） 

38.6%

8.4%

5.5%

31.4%

54.8%

52.6%

11.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

家で本を読む習慣がなかった

図書館が近くになかった

書店が近くになかった

おもしろくない

読むと疲れる・めんどう

読むのに時間がかかる

特に理由はない、わからない

(N=949)

中学生（1～3年生） 

32.8%

7.9%

6.9%

27.2%

41.0%

30.6%

20.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

家で本を読む習慣がなかった

図書館が近くになかった

本屋さんが近くになかった

おもしろくない

読むと疲れる・めんどう

読むのに時間がかかる

特に理由はない、わからない

(N=607)

小学校高学年（４～6年生） 



13 

（2） 1か月の読書量について 

  

 1か月の読書量は小学校低学年（1～3年生）を除き、学齢期が上がるにつれ概ね

不読率は上昇している傾向にあります。 

 小学校高学年（4～6年生）から中学生の不読率を比較すると、おおよそ 5倍上昇

しています。 

➡家庭、学校、地域、図書館等のあらゆる場での読書環境の充実が必要 

 各世代に応じた読書習慣の形成・定着が必要 

 

36.0%

16.3%

4.5%

4.0%

38.3%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

１～２冊

３～５冊

６～10冊

11冊以上

読んでいない（０冊）

無回答

(N=883)

無作為抽出（16歳以上） 

未就学児（保護者回答） 

18.1%

32.4%

20.6%

26.0%

2.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

1～2冊

3～5冊

6～10冊

11冊以上

読んでいない（0冊）

(N=987)

小学校高学年（4～6年生） 

18.0%

26.8%

19.4%

30.5%

5.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

1～2冊

3～5冊

6～10冊

11冊以上

読んでいない（0冊）

(N=3,148)

中学生（1～3年生） 

37.1%

20.9%

8.3%

8.1%

25.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

1～2冊

3～5冊

6～10冊

11冊以上

読んでいない（0冊）

(N=2,738)

小学校低学年（1～3年生） 

91.7%

8.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

読んだ

読んでいない

(N=3,076)

１か月の読書量について 
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33.3%

7.4%

71.6%

8.6%

6.2%

18.5%

16.0%

2.5%

41.1%

27.9%

69.7%

10.0%

10.0%

40.1%

4.8%

4.8%

22.6%

16.8%

58.6%

14.8%

25.3%

37.4%

8.4%

5.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

勉強のため

仕事のため

趣味のため

話題作りのため

脳の活性化のため

情報収集のため

読書をしない

その他

20代以下(N=81) 30～64歳(N=499) 65歳以上(N=297)

（3） 年齢別にみる読書をする目的について 

 

   どの年齢層においても、「趣味のため」と回答した人が最も多く、20代以下で

71.6％、30～64歳で 69.7％、65歳以上で 58.6％となっています。 

 30～64歳については「勉強のため」が 41.1％、「仕事のため」が 27.9％となっ

ています。 

 65歳以上については、「情報収集のため」が 37.4％と 2番目に高い割合となっ

ています。 

➡各世代のニーズを的確に捉えた、読書意欲を高める取り組みが必要 

自己啓発や自己成長を目的とした読書活動の推進が必要 

年齢別にみる読書をする目的 

無作為抽出（16歳以上） 
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（4） 公共図書館の利用について 

  

 各アンケートにおいて、公共図書館を「利用しない」、「ほとんど行かない」 と回答

した人の割合は小学生を除き、約 40％を超える割合となっています。 

 公共図書館を利用しない理由として、「自宅や職場から遠い」、「本を返しに行くの

がめんどう」といった回答が合計で約 50％以上となっています。また、16歳以上

においては「興味のある本は購入する」人の割合が 3人に 1人となっています。 

➡図書館機能のさらなる周知と利用促進が必要 

市内のどこでも気軽に読書活動ができる環境が必要 

公共図書館の利用 

0.1%

1.6%

3.4%

8.9%

8.6%

7.6%

9.2%

46.0%

13.9%

0.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

ほとんど毎日

週に２～３回

週に１回

月に２～３回

月に１回

３か月に１回

半年に１回

ほとんど行かない

行ったことがない

無回答

(N=883)

無作為抽出（16歳以上） 

13.1%

8.1%

2.7%

27.7%

48.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

月1回くらい

月2～3回くらい

月4回以上

年に数回

利用しない

(N=2,738)

中学生（1～3年生） 

小学校高学年（4～6年生） 

20.2%

17.1%

9.7%

22.7%

30.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

月1回くらい

月2～3回くらい

月4回以上

年に数回

利用しない

(N=3,148)

小学校低学年（1～3年生） 

71.7%

28.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

ある

ない

(N=3,076)

未就学児（保護者回答） 

0.2%

0.5%

2.6%

16.7%

18.4%

10.1%

8.5%

42.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

ほとんど毎日

週に２～３回

週に１回

月に２～３回

月に１回

３か月に１回

半年に１回

ほとんど行かない

(N=987)
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27.3%

4.1%

20.0%

6.2%

5.4%

24.7%

2.0%

6.7%

13.7%

3.0%

20.4%

62.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

家や学校から遠い

利用したい日や時間に開いていない

読みたい本が少ない

本が古い

図書館の場所がわからない

本を返しに行くのがめんどう

借りることができる冊数が少ない

興味のあるイベントがない

興味のある本は買う

勉強できる場所が少ない

本をあまり読まない

行く目的がない

(N=1,324)

  
公共図書館を利用しない理由 

25.0%

9.6%

9.8%

2.5%

2.6%

1.7%

7.4%

29.9%

5.9%

0.9%

1.9%

36.9%

0.2%

2.1%

22.9%

0.2%

0.4%

20.8%

10.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

自宅や職場から遠い

利用したい日や時間に開館していない

読みたい本が少ない

必要な資料が少ない

駐車場が少ない

子どもを連れていきにくい

高齢や病気のため行くことができない

返却しに行くのが面倒

本が古い

興味のある行事がない

図書館の場所がわからない

興味のある本は購入する

貸出冊（点）数が少ない

勉強等ができる場所が少ない

本をあまり読まない

障害に対応した図書やサービスが少ない

大活字本が少ない

行く目的がない

その他

(N=529)

無作為抽出（16歳以上） 

20.3%

6.5%

2.7%

0.2%

1.2%

17.5%

0.3%

30.2%

4.2%

0.8%

0.5%

12.7%

0.7%

1.0%

5.3%

7.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

自宅や職場、子どもの通う園所から遠い

利用したい日や時間に開館していない

読みたい本が少ない

必要な資料が少ない

駐車場が少ない

子どもを連れていきにくい

高齢や病気のため行くことができない

返却しに行くのが面倒

本が古い

興味のある行事がない

図書館の場所がわからない

興味のある本は購入する

貸出冊（点）数が少ない

勉強等ができる場所が少ない

本をあまり読まない

行く目的がない

(N=987)

未就学児（保護者回答） 

中学生（1～3年生） 
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（5） 移動図書館の利用について 

  
 移動図書館を「利用したことがない」人の割合は 16歳以上、中学生（1～3年生）

双方、80％を超えています。 

 移動図書館を利用したことのない理由として、「どこにいつ来ているか知らない」

が 16歳以上で 60％以上、また中学生においても 3人に 1人となっています。 

 小学校を巡回している「あおばな号」の利用は小学校低学年（1～3年生）で 50％

を超えています。 

➡移動図書館の稼働についてのさらなる周知が必要 

移動図書館の利用 

あおばな号の利用 

1.1%

0.5%

14.8%

82.9%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

月１回

月２回以上

ほとんど利用しない

利用したことがない

無回答

(N=883)

無作為抽出（16歳以上） 

6.7%

12.7%

80.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

月1回くらい

年に数回

利用しない

(N=2,738)

中学生（1～3年生） 

18.2%

18.3%

63.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

月1回くらい

年に数回

利用しない

(N=3,148)

小学校高学年（4～6年生） 

54.7%

45.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

ある

ない

(N=3,076)

小学校低学年（1～3年生） 
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移動図書館を利用しない理由 

61.0%

6.0%

24.0%

4.3%

2.0%

1.2%

7.6%

0.8%

13.3%

1.0%

0.3%

10.4%

0.2%

0.3%

17.0%

4.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

どこにいつ来ているか知らない

利用したい日や時間に来ていない

草津市立図書館・南草津図書館を利用する

読みたい本が少ない

必要な資料が少ない

子どもを連れていきにくい

返却しに行くのが面倒

本が古い

興味のある本は購入する

貸出冊数が少ない

勉強等できる場所がない

本をあまり読まない

障害に対応した図書やサービスが少ない

大活字本が少ない

行く目的がない

その他

(N=863)

無作為抽出（16歳以上） 

13.1%

19.9%

5.7%

34.0%

19.6%

2.7%

10.3%

15.8%

59.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

利用したい日や時間に来ていない

読みたい本が少ない

本が古い

どこに来ているか知らない

本を返しに行くのがめんどう

借りることができる冊数が少ない

興味のある本は買う

本をあまり読まない

行く目的がない

(N=2,206)

中学生（1～3年生） 
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4.4%

36.3%

9.7%

1.8%

35.9%

3.4%

11.1%

19.6%

3.1%

29.4%

58.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

利用したい日や時間に開いていない

読みたい本が少ない

本が古い

図書館の場所がわからない

本を返しに行くのがめんどう

借りることができる冊数が少ない

興味のあるイベントがない

興味のある本は買う

勉強できる場所が少ない

本をあまり読まない

行く目的がない

(N=1,063)

（6） 学校図書館の利用について 

  
 中学生（1～3年生）の学校図書館の利用については、「利用しない」「年に数回」を

合わせると 60％を超えています。 

 中学生（1～3年生）が学校図書館を利用しない理由として、「行く目的がない」が

約 58％と最も高くなっています。 

➡学校図書館の計画的な授業での利活用および図書館資料の充実・周知の必要 

学校図書館への興味関心を高める必要 

学校図書館を利用しない理由 

中学生（1～3年生） 

※小学生は９０％以上が学校図書館を利用 

学校図書館の利用 

中学生（1～3年生） 

19.0%

12.7%

7.9%

21.6%

38.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

月1回くらい

月2～3回くらい

月4回以上

年に数回

利用しない

(N=2,738)

小学校高学年（4～6年生） 

24.4%

32.3%

22.3%

12.8%

8.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

月1回くらい

月2～3回くらい

月4回以上

年に数回

利用しない

(N=3,148)

小学生（1～3年生） 

97.4%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ある

ない

(N=3,076)
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4.3%

43.5%

4.3%

2.2%

23.9%

15.2%

32.6%

0.0%

0.0%

4.3%

23.9%

2.2%

6.9%

54.3%

3.4%

1.7%

23.4%

7.4%

21.1%

1.1%

13.7%

1.7%

8.0%

7.4%

6.0%

27.6%

4.3%

4.3%

9.5%

9.5%

19.0%

0.0%

40.5%

5.2%

20.7%

14.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

この１か月はたまたま読まなかった

読む時間がない

図書館が近くにない

書店が近くにない

読みたいと思う本がない

文字を読むのが苦手

読むのが面倒

近くの図書館に読みたい本がない

文字が小さく読みづらい

障害があるため読むことが困難

特に理由はない

その他

20代以下(N=46) 30～64歳(N=175) 65歳以上(N=116)

（7） 年齢別にみる読書をしなかった理由について 

  
 65歳以上については、「文字が小さく読みづらい」の割合が約 40％となってい

ます。 

➡誰もが読書を楽しめる環境や道具が必要 

年齢別にみる読書をしなかった理由 

無作為抽出（16歳以上） 
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44.5%

22.1%

47.2%

23.2%

29.7%

24.7%

25.1%

14.0%

34.8%

17.4%

21.0%

30.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

周りにもっと本があること

本に関するイベントをすること

読書が楽しめる場所を増やすこと

本がある場所に連れて行ってもらうこと

図書館機能を充実すること

読書に関する情報が伝わってくること

読書をしている(N=2,037) 読書をしていない(N=701)

（8） どのようなことをすればもっと読書を行うかについて 

  

43.6%

35.8%

50.2%

24.9%

25.2%

26.6%

20.5%

11.4%

33.1%

7.8%

22.9%

30.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

周りにもっと本があること

本に関するイベントをすること

読書が楽しめる場所を増やすこと

本がある場所に連れて行ってもらうこと

図書館機能を充実すること

読書に関する情報が伝わってくること

読書をしている(N=2,982) 読書をしていない(N=166)

43.6%

35.8%

50.2%

24.9%

25.2%

26.6%

20.5%

11.4%

33.1%

7.8%

22.9%

30.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

周りにもっと本があること

本に関するイベントをすること

読書が楽しめる場所を増やすこと

本がある場所に連れて行ってもらうこと

図書館機能を充実すること

読書に関する情報が伝わってくること

読書をしている(N=2,982) 読書をしていない(N=166)

小学校高学年（4～6年生） 

この 1 か月の読書の状況 

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
本
を 

も
っ
と
読
み
た
く
な
る
と
思
う
か 

どのようなことをすればもっと読書を行うか 

中学生（1～3年生） 

この 1 か月の読書の状況 

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
本
を 

も
っ
と
読
み
た
く
な
る
と
思
う
か 

 小学校高学年（4～6年生）、中学生において「読書をしている」と回答した人は、 

「読書を楽しめる場所を増やすこと」と回答した人が、それぞれ 50.2％、47.2％

と最も多くなっています。 

 小学校高学年（４～６年生）、中学生において「読書をしている」と回答した人は、 

「周りにもっと本があること」と回答した人の割合が約 40％となっています。 

 反対に「読書をしていない」と回答した人は、小学校高学年（4～6年生）および中

学生では「読書が楽しめる場所を増やすこと」、「読書に関する情報が伝わってくる

こと」と回答した人がそれぞれ約 3人に 1人となっています。 

➡学校図書館のみならず、校内、市内どこでも本の読める読書環境の充実が必要 

市内の施設や団体との連携による読書環境や機会づくりが必要 

対象となる層や目的に応じた情報発信が必要 
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64.2%

63.0%

66.7%

70.4%

65.4%

64.2%

58.0%

45.7%

50.3%

49.7%

49.1%

51.5%

51.3%

48.9%

47.3%

44.5%

22.2%

31.0%

21.9%

19.9%

25.6%

22.2%

29.3%

36.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

身近な地域で本がある環境づくり

地域の読書活動の活性化

読書を楽しめる場の提供

小さなころから本を読むことの習慣づけ

家庭で身近に本がある環境づくり

図書館機能の充実

市からの読書に関する情報発信

本に関する研修や講座の開催

20代以下(N=81) 30～64歳(N=499) 65歳以上(N=297)

（9） 読書活動推進のために大切なことについて 

  
 20代以下、30～64歳については「小さなころから本を読むことの習慣づけ」

が、20代以下で 70.4％、30～64歳で 51.5％と最も多くなっています。 

 20代以下、30～64歳については「家庭で身近に本がある環境づくり」が、20

代以下で 65.4％、30～64歳で 51.3％と次いで多くなっています。 

 65歳以上については「本に関する研修や講座の開催」が約 3人に 1人でした。 

➡幼少期における、読書を楽しむ習慣づけや家庭環境づくりが必要 

市民の興味やニーズに合った学びの場が必要 

 

読書活動推進のために大切なこと 

無作為抽出（16歳以上） 
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7．読書のまちの実現に向けた本市の課題と方向性 

  

課題① 

 

1. 読書が好きになったきっかけとして、「家に本があったから」と回答した人が小中学

生においては約 50％、16 歳以上においても 3 人に 1 人の割合となっています。

また、反対に、読書が好きでない理由として「家で本を読む習慣がなかった」と回答

した人も多いことから、家庭にいつも本がある環境を作りこどもの読書習慣を育て

ることが必要です。 

2. 学齢期が上がるにつれて不読率は上昇している傾向にあり、特に中学生以降の不

読率については、小学生の約5倍となっています。中高生が本に興味を持ち自主的

な読書活動を行うために、授業での学校図書館の活用や公共図書館と学校との連

携等、利用促進を図る必要があります。  

3. 読書をする理由として、全世代を通して「趣味のため」が多いほか、30 歳～64 歳

においては「勉強のため」「仕事のため」、65 歳以上については「情報収集のため」

「脳の活性化のため」が特化して多くなることから、成人や高齢者に適した読書活動

を推進するほか、リカレント教育に役立つ資料収集やサービスを行う必要がありま

す。  

 

 

 

 

  

1） 家庭で本や読書に親しめる環境づくり 

 

2） 中学生および高校生の読書習慣の形成 

 

3） 成人期・高齢期にあった読書習慣の形成 

≪方向性≫ 
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課題② 

 

1. 市民の読書活動の基盤として、図書館は重要な役割を担っています。しかしながら、

利便性に対する課題や情報不足から、公共図書館や移動図書館を利用したことが

ない人も多く、図書館機能の周知等さらなる利用促進に努める必要があります。ま

た、デジタル社会に対応した読書環境の整備を検討していく必要があります。 

2. 学校図書館は、小中学生にとっては学校という身近な場所にありながら、中学生に

なると半数以上の中学生が「年に数回」「利用しない」と回答しています。中学生に

なると不読率が上昇する傾向もみられることから、学校段階が上がってもこどもが

読書習慣を継続していけるよう、学校図書館や授業におけるさらなる本の活用や、

興味を持てる本の設置等蔵書の充実、読書情報の提供を図る必要があります。 

3. 本市の図書館は市の中心部に 2館位置しており、公共交通機関からアクセスしやす

い場所にありますが、郊外部においてより身近に読書活動ができる場や機会を設

ける必要があります。 

4. 年齢別に読書をしなかった理由を見ると、65 歳以上の人について「文字が小さく

て読みづらい」と回答した割合が 40％と多くなっており、高齢者や障害者等が利

用しやすい資料の整備や、図書館への来館が困難な市民が利用しやすいよう、読書

バリアフリーを推進していく必要があります。    

 

 

 

  

1） 図書館の利用促進および機能の強化、社会環境の変化に対

応したデジタル化等の図書館サービスの検討 

 

2） 継続的な読書習慣形成のための学校図書館の充実 

 

3） 市内どこでも身近に本を手に取れる環境づくり 

 

4） 高齢者・障害者等に向けた読書バリアフリーの推進 

≪方向性≫ 
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課題③ 

 

1. 市民の多様な読書ニーズに対応し、市内施設や県内図書館や大学等と連携し、あら

ゆる本と出合う機会を創出する必要があります。 

2. 「読書活動の推進のために大切であること」として、「身近な地域で本がある環境づ

くり」が求められています。市内施設や団体等と連携し、読書支援を充実する必要

があります。 

3. 読書ボランティアの育成に取り組み、連携・協力しながら取り組んでいく必要があり

ます。また、読書ボランティアや読書活動団体の交流や活動を支援し、継続的に活

躍できる環境づくりを推進していくことが重要です。 

4. 読書をする動機づけについて、小中学生では、「読書に関する情報が伝わってくる

こと」と回答した割合が 3人に 1人となっています。読書の意義の啓発や各世代に

合った読書情報の発信等により、読書への関心と意欲を高める必要があります。 

 

 

 

  

1） 市内施設や関係機関等と連携した読書機会の創出 

 

2） 市内施設や団体との連携による読書支援 

 

3） 市全体の読書活動の推進に向けて、読書ボランティアの育

成や団体の活動支援 

 

4） 効果的な情報発信 

≪方向性≫ 
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第 3 章 計画の基本理念と施策の基本方針・基本方向 

1．計画の基本理念 

読書は、私たちが言葉や知識を学ぶためのツールであるだけではなく、表現力や想像力

を高めるなど、人生をより豊かにします。また、成長過程において自尊感情や将来に対す

る前向きな志向を醸成し、問題を解決するための批判的思考や洞察力を磨き、学業だけ

でなく、ビジネスや一般的なコミュニケーションスキルにも良い影響を与えます。 

よって、本市においては乳幼児期から高齢期までの生涯にわたっての読書活動を推進

すること、図書館や学校、地域等の身近な場所で読書を楽しめるよう市域全体での読書環

境を充実させること、読書ボランティアや関係団体等との連携・協力により、読書支援の充

実に努めること等により、全ての市民が読書を通じて生涯にわたる学びと活動を活発に

行うことができ、読書に関する情報を容易に得ることができる「読書のまち」の実現を目

指します。 

 

 

【基本理念】 

 

  

 
学びと出会い 心豊かな人生を育む 

読書のまち草津 
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2. 施策の基本方針・基本方向 

 施策の基本方針は、基本理念の具現化にあたって進むべき方向性と考え方を示していま

す。3つの基本方針を掲げ、この基本方針に対して 11の基本方向を設定しました。さらに

11の基本方向に 16の基本施策を定め、これらを体系的に取り組んでいきます。 

 

 

 

 人生 100年時代を迎え、全ての人が読書を通じ、生涯にわたって豊かな学びを広げ、生

きがいを感じられる「学びと出会い」を実現していくことができるよう、乳幼児から高齢者

まで、全ての世代を対象に読書活動を推進します。 

 

基本方向 1．未就学児における読書活動の推進 

読書習慣の形成は、幼少期における本との多くの出合いや読書環境が大切であること

から、読書への関心と親しみを育むため、家庭での読書習慣の啓発や就学前施設や子育

て支援施設等による読書活動支援を推進します。 

 

基本方向 2．小中学生および高校生における読書活動の推進 

学びや自己成長の基盤となる読書活動の推進のため、図書館との連携による多様な本

との出合いや授業等での学校図書館の活用等により、小中学生および高校生の読書習慣

の形成を図ります。 

 

基本方向 3．成人における読書活動の推進 

仕事や生活の質の向上、自己成長を支援するため、社会人の多様なニーズに応じた読

書活動を推進し、継続的な学びと教養の向上への寄与を図ります。 

 

基本方向 4．高齢者における読書活動の推進 

健康維持や生きがいづくりの一環として、生涯の学びと社会的な交流の場を提供し、世

代に合わせた読書を楽しむ機会を増やすことを推進します。  

基本方針 1．乳幼児から高齢者までの全ての世代に対応した読書活動の推進 



28 

 

 

誰もが身近な場所で本を手に取ることができるよう、就学前施設や学校図書館を中心

とした園所校内、図書館や市内施設の読書環境の充実に取り組みます。また、障害のある

人や日本語を母国語としない人等、様々な立場の人が等しく読書に親しむことができるよ

う、市域全体での読書環境の整備に取り組みます。 

 

基本方向 5．就学前施設・学校の図書環境の充実 

こどもが読書を通じて豊かな学びや自己表現を育むことを目指し、多様な蔵書の充実

や図書スペースの工夫を行い、就学前施設や学校図書館を中心とした園所内、学校内の読

書環境の充実を図ります。 

 

基本方向 6．地域における読書環境の充実 

地域において誰もが気軽に読書ができる環境を提供するため、地域まちづくりセンター

等の市内施設における読書環境の充実を図ります。 

 

基本方向 7．図書館運営・機能の充実 

高度化・多様化する市民の図書館へのニーズに対応するため、地域の情報拠点としての

図書館機能の強化と、図書館に行くことが困難な市民の読書環境の充実を図ります。 

 

基本方向 8．読書バリアフリーの推進 

年齢や障害の有無、国籍を問わず、多様な人々が読書に親しめるよう、読書バリアフリ

ーの推進を図ります。 

  

基本方針 2．市域全体での読書環境の整備 
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地域で読書活動の推進に取り組んでいる人々や読書ボランティアのほか、地域や大学、

民間事業者等、様々な主体と連携・協力し、読書のまちづくりを共に進めるとともに、読書

活動の推進にかかる人材の育成・支援や読書に関する情報の効果的な発信に取り組むこ

とで、つながりによる読書支援の充実を図ります。 

 

基本方向 9．地域・関係機関等との連携 

地域まちづくりセンター等の市内施設や書店、地域団体等と連携し、読書スペースや交

流の場を設けることで、市民が身近な地域で読書を親しめる機会を広げるとともに、県内

図書館や大学等と連携し、高度な知的資源としての本の相互貸借や情報共有を行うこと

で読書支援の充実に取り組みます。 

 

基本方向 10．読書ボランティア等の育成・支援 

地域における読書活動を活性化させるため、読書ボランティアに対する研修やスキルア

ップの機会を提供し、ボランティア同士や市内施設との交流を図り、継続的な活動ができ

るようサポート体制を推進します。 

 

基本方向 11．効果的な情報発信 

読書活動の魅力や参加機会を広く伝えるため、各世代に応じた内容や情報をわかりや

すく適時に発信し、効果的な情報の発信を図ります。 

  

基本方針 3．つながりによる読書支援の充実 
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3．施策体系 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 基本方向（★重点項目） 基本施策 

1．乳幼児から

高齢者までの

全ての世代に

対応した読書

活動の推進 

★ 
1）未就学児における読書活

動の推進 

①家庭における読書の充実 

②子育て支援施設・就学前施設等におけ

る読書活動の推進 

★ 
2）小中学生および高校生に

おける読書活動の推進 

③小中学生および高校生における読書

習慣の定着の促進 

④学校図書館の活用の促進 

 
3）成人における読書活動の

推進 
⑤成人における読書活動の推進 

 
4）高齢者における読書活動

の推進 
⑥高齢者における読書活動の推進 

2．市域全体で

の読書環境の

整備 

 
5）就学前施設・学校の読書

環境の充実 

⑦就学前施設における読書環境の充実 

⑧学校図書館における読書環境の充実 

★ 
6）地域における読書環境の

充実 
⑨地域における読書環境の充実 

★ 7）図書館運営・機能の充実 

⑩地域の情報拠点としての図書館機能

の強化 

⑪利用者支援サービスの充実 

 8）読書バリアフリーの推進 ⑫読書バリアフリーの推進 

3．つながりに

よる読書支援

の充実 

★ 
9）地域・関係機関等との連

携 

⑬地域の拠点施設・書店や団体との連携 

⑭関係機関や高等教育機関等との連携 

★ 
10）読書ボランティアの育

成・支援 
⑮読書ボランティアの育成・支援 

 11）効果的な情報発信 ⑯読書情報等の発信 

  

 
学びと出会い 心豊かな人生を育む 

読書のまち草津 
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第 4章 読書のまちの実現に向けた具体的な取組 

 

 

基本方針 1  乳幼児から高齢者までの全ての世代に

対応した読書活動の推進 
 

基本方向 1）未就学児における読書活動の推進 

基本施策 ①家庭における読書の充実 

読書習慣の形成は、幼少期における本との多くの出合いや読書環境が大切であること

から、幼少期における家庭での読書習慣を推進します。 

【施策の方向】 

 家庭での本とのふれあいが深まるよう、絵本の読み聞かせの大切さの啓発や情報提

供、絵本に親しむ機会の提供により、家庭での読書活動を推進します。 

【主な取組】 

 事業名 具体的な内容 担当課 

1 
ブックスタート事業の

実施 

 「すこやか訪問」実施時に、絵本のプレゼントと

読み聞かせを行うことで、絵本を開く楽しさを

体験してもらい、親子のふれあいのきっかけに

つなげます。 

子育て相談センター 

2 乳幼児健診での啓発 

 1 歳 6 か月の健診での家庭読書啓発により、親

子で読書をする機会の大切さを周知します。 

 2歳 6か月および 3歳 6か月健診の待ち時間

を活用し、絵本を展示して、絵本の楽しさを親子

で体験してもらう機会を提供します。 

子育て相談センター 

（図書館） 

（生涯学習課） 

3 

家庭教育サポート事業

の実施 

（未就学児保護者） 

 こどもとふれあう時間の大切さとともに、家庭

での読み聞かせや読書習慣の形成について理

解を深めます。 

生涯学習課 

4 
（新）絵本の交換会の実

施 

 家庭で読まなくなった絵本を他の絵本と交換す

ることで、必要とされる家庭に絵本が循環する

場を作ります。 

生涯学習課 

5 乳幼児向け事業の実施 

 0、1、2 歳児とその保護者に向けて、家庭での

読書の機会を創出する事業を実施します。 

 3 歳以上の幼児に向けて、本に親しみを持ち、

読書習慣の形成につなげる事業を実施します。 

図書館 



32 

基本施策 ②子育て支援施設・就学前施設等における読書活動の推進 

子育て支援施設・就学前施設等において、未就学児が多様な本との出合いを通して本

に親しみ、豊かな人間性や感性を育むため、様々な本と出合う機会を提供します。 

 

【施策の方向】 

 子育て支援施設・就学前施設において図書館やボランティア団体等との連携により、未

就学児および保護者が様々な絵本や本に出合い親しむ機会を提供します。 

 保育者による読み聞かせの質を高めます。 

【主な取組】 

 事業名 具体的な内容 担当課 

6 
子育て支援施設での読

書活動の推進 

 発達支援センターを含む子育て支援施設におい

て、絵本や紙芝居の読み聞かせを実施し、親子

共に絵本の楽しさを体験し、絵本・おはなしへの

興味関心につなげます。 

発達支援センター 

子育て相談センター 

7 
就学前施設での読書活

動の推進 

 就学前施設において、読み聞かせ会等園児の読

書環境の充実を図ります。 

 絵本貸出による親子読書を通して、保護者とこ

どもの育ちを共有します。 

 園児の読書に関する情報を提供することによっ

て、大人も含めた家庭における読書習慣の形成

を促進します。 

幼児課 

8 
（新）読み聞かせスキル

アップ講座の実施 

 保育者を対象に、読み聞かせスキルの向上を目

指した講座を実施します。 
図書館 

 

  

▲ 乳幼児健診での啓発 

▲ 木曜おはなしの時間 
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 基本方向 2）小中学生および高校生における読書活動の推進 

基本施策 ③小中学生および高校生における読書習慣の定着の促進 

小中学生および高校生の読書習慣の形成を図るため、図書館と連携した取組および本

を活用した教育活動を進めます。 

【施策の方向】 

 小中学校において、本への興味関心を高め、新たな本との出合いを作るとともに、本

を活用した教育活動を進めます。 

 小中学生および高校生の読書習慣の形成を図るため、図書館と連携した取組を進め

ます。 

【主な取組】 

 事業名 具体的な内容 担当課 

9 
授業での図書利用の推

進 

 学校司書によるレファレンスや学校図書館資料

の適切な選書により、教育課程と連携した授業

支援および図書資料を活用した授業の実施を

推進します。 

学校教育課 

10 読書活動の推進 

 小中学校において、スクリーンタイムを減らす啓

発を行うとともに、啓発ポスターの掲示や校内

放送を利用した図書委員のおすすめの本の紹介

等により、読書活動を推進します。 

学校教育課 

11 
くさつビブリオバトル

の開催 

 学校や世代を越えた交流を促進し、新たな本や

読書への興味関心を高めます。 
学校教育課 

12 

草津市図書館を使った

調べる学習コンクール

の実施 

 小中学校において、本を活用した調べる学習を

通して、読み解く力や情報を活用する力、調べた

ことをまとめ表現する力を育成します。 

学校教育課 

13 
移動図書館の充実 

（小学校への巡回） 

 小学校への巡回により、小学生が学校で図書

館サービスを受けられる環境を整えるととも

に、図書館利用者の拡大を図ります。 

図書館 

14 
読書ポイント事業の実

施 

 市内の読書スポットでポイントを集めること

で、楽しみながら読書体験を増やします。 
図書館 

15 
（拡）小中高生向け事業

の実施 

 小中高生に向け本に親しみを持ち読書習慣の形

成と定着につなげる事業を実施します。 

 図書館の利用が少なくなる中高生に対しイベン

ト企画に参画するなどの機会を設け、来館のき

っかけづくりを行います。 

図書館 

16 

家庭教育サポート事業

の実施 

（小中学生保護者） 

 こどもの読書習慣の定着や読書の効能の啓発

等、スクリーンタイムを減らし読書をすることの

大切さについて理解を深めます。 

生涯学習課 
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基本施策 ④学校図書館の活用の促進 

学校図書館にかかわる大人が児童生徒に本との出合いをサポートするなど、学校図書

館の活用の促進を図るため、「読書センター」や「学習・情報センター」の機能を十分に発揮

できるよう、活用を促します。 

【施策の方向】 

 小中学生が身近に本を選び、読む経験により想像力を養い豊かな心を育む読書活動

を推進するために、学校図書館の機能の充実を図ります。  

 授業において図書館資料を活用し、小中学生の主体的な学習を支援するとともに、情

報の収集・選択・活用能力を育みます。 

【主な取組】 

 事業名 具体的な内容 担当課 

17 

（拡）「読書センター」と

しての学校図書館の機

能充実 

 学校司書、学校図書館運営サポーターを各校に

配置し、連携を図りながら学校図書館の充実に

努め、「読書センター」としての機能充実を図り

ます。 

 小中学校の学校図書館において、おはなし会等

で紹介した本や季節の行事・学習内容等に関連

した本を集めた図書コーナーを作成します。 

 小中学校において、学校だより等を通して保護

者に読書活動の様子等、小中学生の読書に関す

る情報を提供することにより大人も含めた家庭

における読書習慣の形成を促進します。 

学校教育課 

18 

「学習・情報センター」と

しての学校図書館の活

用 

 学校司書によるレファレンスや学校図書館資料

の適切な選書により教育課程と連携した「学習・

情報センター」としての機能充実を図ります。 

学校教育課 

19 
（拡）中学校図書館の利

用の促進 

 学校司書により授業支援等を充実し、中学校図

書館の利用促進と中学生の読書活動の支援を

行います。 

学校教育課 

 

  

▲ 学校図書館の様子 ▲ 移動図書館車「あおばな号」 
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基本方向 3）成人における読書活動の推進 

基本施策 ⑤成人における読書活動の推進 

読書習慣を継続し自己成長を支援するため、リカレント教育や自己啓発に役立つ書籍の

紹介を行うなど、自己成長の観点から読書活動を推進します。 

【施策の方向】 

 成人における読書は、知識の蓄積やスキルの向上に直結していることから、ビジネス

スキルの向上や自己啓発等、社会人の学び直しであるリカレント教育を支援します。 

 勤労世代や子育て世代等、社会人の多様なニーズを的確に捉え、それぞれに応じた読

書活動の支援を行い、読書に親しむ層を広げます。 

【主な取組】 

 事業名 具体的な内容 担当課 

20 

（新）リカレント教育の

ための読書活動支援事

業の実施 

 学び直しやキャリアにつながる学びについての

書籍を紹介するなどにより、勤労世代への読書

支援を行います。 

図書館 

21 

社会人のニーズに応じ

た読書活動促進事業の

実施 

 社会人のニーズに応じた興味関心のあるテーマ

について本を通じての学びを提供します。 

 広く市民に向けてテーマを定めた講演会を開催

し、講話と本を通して様々な学びを提供します。 

図書館 

基本方向 4）高齢者における読書活動の推進 

基本施策 ⑥高齢者における読書活動の推進 

高齢者の生きがいづくりや健幸な生活を支援するため、生涯の学びや他者との交流の

きっかけになるよう読書活動の支援を行います。 

【施策の方向】 

 個人の生活の充実と併せて、他者との交流のきっかけになるよう、高齢者への読書活

動の支援を進めます。 

【主な取組】 

 事業名 具体的な内容 担当課 

22 
（拡）高齢者向け読書講

座の実施 

 趣味や脳の活性化、生きがいづくりに関する読

書講座により学びの推進と健康寿命延伸に寄

与します。 

図書館 

23 
高齢者への読書活動支

援の実施 

 認知症等の講座において関連書籍を紹介する

など、読書活動支援を行います。 

長寿いきがい課 

（図書館） 
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基本方針 2  市域全体での読書環境の整備 

 

 

基本方向 5）就学前施設・学校の読書環境の充実 

基本施策 ⑦就学前施設における読書環境の充実 

未就学児の心身の発達や学びの基礎を育むため、年齢や発達段階に応じた図書の選定

や提供を行います。 

【施策の方向】 

 年齢や発達段階に応じた図書の選定と提供を行い、未就学児の図書環境を充実しま

す。 

【主な取組】 

 事業名 具体的な内容 担当課 

24 
就学前施設の図書スペ

ースの充実 

 就学前施設において、図書の充実を図るととも

に絵本やお話の楽しさを感じることができる読

書環境を整えます。 

幼児課 

25 

（新）就学前施設団体貸

出用絵本セット「あおば

なブック」の配本 

 就学前施設に、絵本セット「あおばなブック」の

配本を行い、各施設の読書活動を支援します。 
図書館 

 

基本施策 ⑧学校図書館における読書環境の充実 

学校段階が上がってもこどもが読書習慣を継続できるよう、学校図書館の蔵書の充実

や学校司書を各校に配置するなど、魅力のある学校図書館づくりを図ります。 

【施策の方向】 

 児童生徒数に応じた蔵書数の確保と蔵書の更新を行います。 

 小中学生が興味関心を持ち、幅広い分野の蔵書と併せて教育課程に関連した図書等

の選書を進めます。 

【主な取組】 

 事業名 具体的な内容 担当課 

26 
(拡)学校図書館の蔵書

の充実 

 小中学校の蔵書や備品等の整備充実により、小

中学校の図書環境を向上させます。 
教育総務課 
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 基本方向 ６）地域における読書環境の充実 

基本施策 ⑨地域における読書環境の充実 

今まで図書館を利用したことがない人も気軽に読書活動を行うことができるよう、移動

図書館の巡回とともに地域の身近な場所で読書活動を行うことができる環境を整えます。 

【施策の方向】 

 図書館のサテライト機能（地域まちづくりセンター内等）の推進や移動図書館の巡回等

により、地域の身近な場所で本を借りるなどの読書活動を行うことができる環境づく

りを進めます。 

【主な取組】 

 事業名 具体的な内容 担当課 

27 
（新）図書館のサテライ

ト機能の推進 

 地域の身近な場所で本を借りるなど、読書活

動を行うことができる環境づくりを進めま

す。 

生涯学習課 

図書館 

28 
（拡）移動図書館の充実

（市内施設への巡回等） 

 市内施設への巡回やイベントへの出展によ

り、市内のあらゆる場所で図書館サービスを

受けられる環境を整えるとともに、図書館利

用者の拡大を図ります。 

図書館 

29 
（新）ブックトレードの

実施 

 自分のおすすめ本と誰かのおすすめ本を交換す

ることで、新しい本と出合う場を作ります。 
生涯学習課 

  

▲ 移動図書館車「わかくさ号」 
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 基本方向 7）図書館運営・機能の充実 

基本施策 ⑩地域の情報拠点としての図書館機能の強化 

市民の「知る権利」を保障する基礎的施設として、資料・情報提供を基礎としたサ

ービスを柱に、市民一人一人の「知りたい・学びたい」気持ちに対応するため、地域

の情報拠点としての読書環境を整えます。 

【施策の方向】 

 市民ニーズに沿う適切な資料選定で蔵書の充実を図り、将来にわたる図書館の蔵

書の構築を進めます。 

 市民の調べたいことに応えられるレファレンス機能の強化や、デジタル社会に対

応する読書環境の整備の検討を進めます。 

【主な取組】 

 事業名 具体的な内容 担当課 

30 
蔵書・レファレンス機能

の充実 

 計画的な蔵書更新を行うとともに、郷土資料、

地場産業に関する資料の収集を行います。 

 詳細な記録を積み重ね、司書の調査技術を向上

させ、市民の調べものに迅速に答えます。 

図書館 

31 

(新)デジタル社会に対

応した読書環境の整備

の検討 

 今後のデジタル社会への対応や読書バリアフ

リーの観点から、電子書籍等の導入の検討を

行います。 

図書館 

３２ 
学習スペース「学 -

being」の運営 

 図書館の資料貸出券を有する人は誰でも無料

で利用できる学習・読書スペースを運営しま

す。 

図書館 

(25) 

（新）就学前施設団体貸

出用絵本セット「あおば

なブック」の配本 

【再掲】 

 就学前施設に、絵本セット「あおばなブック」の

配本を行い、各施設の読書活動を支援します。 
図書館 

(35) 

バリアフリー図書の製

作・収集および外国資

料の収集 【再掲】 

 利用者ニーズに合ったバリアフリー図書の計画

的な製作・収集を行います。 

 英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語

等多言語の資料を収集し、提供します。 

図書館 
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基本施策 ⑪利用者支援サービスの充実 

様々な理由から図書館に行くことが困難な人も含め、市民が読書機会を持てる体制を

整えます。 

【施策の方向】 

 図書館を利用したことがない人にも来館のきっかけとなるようイベント等を行い、本

と出合う機会を創出するとともに、SNS 等を活用した情報発信や、利便性の高い図

書館アプリにより、新たな利用者の拡大を図ります。 

 様々な理由から図書館に行くことが困難な人に向けて、移動図書館等でアウトリーチ

型サービスの拡充を進めます。 

【主な取組】 

 事業名 具体的な内容 担当課 

33 
本と出合うイベントの

開催 

 図書館 DAY やあおぞら図書館を実施し、来館

のきっかけづくりとするとともに図書館に親し

みを持てる機会を創出します。 

図書館 

34 
図書館アプリによる図

書館の利用促進 

 図書館アプリの利用を促進し、利用者の利便性

向上を図ります。 
図書館 

(5) 
乳幼児向け事業の実施

【再掲】 

 0、1、2 歳児とその保護者に向けて、家庭での

読書の機会を創出する事業を実施します。 

 3 歳以上の幼児に向けて、本に親しみを持ち、

読書習慣の形成につなげる事業を実施します。 

図書館 

(8) 

（新）読み聞かせスキル

アップ講座の実施 

【再掲】 

 保育者を対象に、読み聞かせスキルの向上を目

指した講座を実施します。 
図書館 

(13) 

移動図書館の充実 

（小学校への巡回） 

【再掲】 

 小学校への巡回により、小学生が学校で図書

館サービスを受けられる環境を整えるととも

に、図書館利用者の拡大を図ります。 

図書館 

(14) 
読書ポイント事業の実

施 【再掲】 

 市内の読書スポットでポイントを集めること

で、楽しみながら読書体験を増やします。 
図書館 

(15) 
（拡）小中高生向け事業

の実施 【再掲】 

 小中高生に向け本に親しみを持ち読書習慣の形

成と定着につなげる事業を実施します。 

 図書館の利用が少なくなる中高生に対しイベン

ト企画に参画するなどの機会を設け、来館のき

っかけづくりを行います。 

図書館 

(20) 

（新）リカレント教育の

ための読書活動支援事

業の実施 【再掲】 

 学び直しやキャリアにつながる学びについての

書籍を紹介するなどにより、勤労世代への読書

支援を行います。 

図書館 
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 事業名 具体的な内容 担当課 

(21) 

社会人のニーズに応じ

た読書活動促進事業の

実施 【再掲】 

 社会人のニーズに応じた興味関心のあるテーマ

について本を通じての学びを提供します。 

 広く市民に向けてテーマを定めた講演会を開催

し、講話と本を通して様々な学びを提供します。 

図書館 

(22) 
（拡）高齢者向け読書講

座の実施 【再掲】 

 趣味や脳の活性化、生きがいづくりに関する読

書講座により学びの推進と健康寿命延伸に寄

与します。 

図書館 

(28) 

（拡）移動図書館の充実

（市内施設への巡回等） 

【再掲】 

 市内施設への巡回やイベントへの出展によ

り、市内のあらゆる場所で図書館サービスを

受けられる環境を整えるとともに、図書館利

用者の拡大を図ります。 

図書館 

(38) 
（拡）市内施設との連携

事業の実施 【再掲】 

 市内施設（地域まちづくりセンター、UDCBK、

草津宿街道交流館、水生植物公園みずの森, 

 琵琶湖博物館等）において、セミナーや企画展

の内容に合わせた団体貸出や共催企画等を展

開し、施設と図書館双方の利用の拡大を図りま

す。 

図書館 

(39) 
（新）書店との連携事業

の実施 【再掲】 

 イベント共催等、書店と図書館双方の利用の拡

大を図り、読書に親しむ市民の増加に寄与しま

す。 

図書館 

(４1) 

地域団体等との連携事

業の実施 

【再掲】 

 私設の読書サロン、地域サロンやこども食堂等

と連携して、読書イベントの開催を行うととも

に、団体貸出により読書環境の充実と読書活動

支援を行います。 

図書館 

(42) 

県内図書館・大学との

連携事業の実施 

【再掲】 

 県内図書館や大学図書館と連携し、図書館間の

資料相互貸借、情報共有等を行い、利用者のニ

ーズに応える体制を整備します。 

図書館 

(43) 

（新）読み聞かせボラン

ティアの養成・育成およ

び活動支援 【再掲】 

 絵本の選び方や読み聞かせのスキルを学ぶ読

書ボランティア養成講座の実施により、市民活

動を担う人材を育成します。 

 市内の読書ボランティアと連携・協力し、活動内

容の充実や発展のために、機会のコーディネー

トを含む支援・協力を行います。 

図書館 
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 基本方向 8）読書バリアフリーの推進 

基本施策 ⑫読書バリアフリーの推進 

年齢や障害の有無、国籍にかかわらず誰もが自由に読書を楽しむことができるよう、あ

らゆる資料の収集等により読書バリアフリーの推進を図ります。 

【施策の方向】 

 高齢者・障害者・外国人等誰もが読書活動を行うことができるよう、バリアフリー図書

の製作・収集、外国語資料の充実等、一人一人のニーズに合った読書環境の整備を行

います。 

【主な取組】 

 事業名 具体的な内容 担当課 

35 

バリアフリー図書の製

作・収集および外国資

料の収集 

 利用者ニーズに合ったバリアフリー図書（点訳、

大活字本等）の計画的な製作・収集を行います。 

 英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語

等多言語の資料を収集し、提供します。 

図書館 

36 
多文化共生の視点に立

った資料の収集 

 就学前施設や小中学校において、国際理解の視

点も含め図書資料を収集するなど、本に親しみ

やすい読書環境の提供に努めます。 

 小中学校において、日本語指導に活用できる図

書資料の充実に努めます。 

幼児課 

学校教育課 

教育総務課 

３7 日常生活用具給付事業 

 視覚障害者用拡大読書器や視覚障害者用活字

文書読み上げ装置等の給付を行い、読書バリア

フリーの推進を図ります。 

障害福祉課 
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基本方針 3  つながりによる読書支援の充実 
 

 

基本方向 9）地域・関係機関等との連携 

基本施策 ⑬地域の拠点施設・書店や団体との連携 

市内各所で本に親しむことのできる機会の提供を図るため、地域まちづくりセンター等

の地域の拠点施設や書店、地域団体と連携を行うことで、読書支援の充実につなげます。 

【施策の方向】 

 地域まちづくりセンター等の地域の拠点施設と連携し、団体貸出や本に触れる機会を

設けることで、読書スペースの充実と読書の機会づくりを推進します。 

 書店との連携により、図書館・書店の双方の利用や本を手に取る機会を拡大します。 

 読書活動の推進に取り組む市内の団体と協力し、各団体での読書の機会づくりに取

り組みます。 

【主な取組】 

 事業名 具体的な内容 担当課 

38 
（拡）市内施設との連携

事業の実施 

 市内施設（地域まちづくりセンター、UDCBK、草

津宿街道交流館、水生植物公園みずの森、琵琶湖

博物館等）において、セミナーや企画展の内容に

合わせた団体貸出や共催企画等を展開し、施設

と図書館双方の利用の拡大を図ります。 

図書館 

39 
（新）書店との連携事業

の実施 

 イベント共催等、書店と図書館双方の利用の拡大

を図り、読書に親しむ市民の増加に寄与します。 
図書館 

40 
市内施設での読み聞か

せの実施や本の貸出 

 市内施設（隣保館、人権センター、地域まちづくり

センター、ロクハ荘、なごみの郷、障害者福祉セン

ター等）において絵本・紙芝居の読み聞かせや講

座を実施します。また、施設利用者を対象とした

図書の貸出等を行います。 

人権政策課 

人権センター 

まちづくり協働課 

長寿いきがい課 

障害福祉課 

４1 
地域団体等との連携事

業の実施 

 私設の読書サロン、地域サロンやこども食堂等と

連携して、読書イベントを開催するとともに、団体

貸出により読書環境の充実と読書活動支援を行

います。 

 ビブリオバトルやビブリオトークの実施により、図

書館や地域の様々な場所で、本が好きな人が集

まって語り合えるコミュニティを創出します。 

図書館 
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基本施策 ⑭関係機関や高等教育機関等との連携 

市民活動や生涯学習の基盤となる知的資源を広く活用するため、県内図書館や大学図

書館等と連携し、蔵書の相互貸借により本の提供に努めます。 

【施策の方向】 

 県内図書館や大学等と連携し、図書館間の相互貸借や情報共有等を行うことで、高度

な知的資源を活用した、市民のニーズに応える体制を整備します。 

【主な取組】 

 事業名 具体的な内容 担当課 

42 
県内図書館・大学との

連携事業の実施 

 県内図書館や大学図書館と連携し、図書館間の

資料相互貸借、情報共有等を行い、利用者のニ

ーズに応える体制を整備します。 

図書館 

 

  

▲ ビブリオトーク 
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基本方向 10）読書ボランティアの育成・支援 

基本施策 ⑮読書ボランティアの育成・支援 

地域に密着した読書活動を推進し、読書の大切さの啓発を図るため、読書ボランティア

の連携や読書活動をしている個人・団体の交流の場の提供や育成・支援を行います。 

【施策の方向】 

 養成講座を実施し、読書ボランティアを育成・支援します。 

 市内で活動している読書ボランティアや読書活動グループが相互に連携・協力し、機

能的・継続的に活動できるよう支援を行います。 

【主な取組】 

 事業名 具体的な内容 担当課 

43 

（新）読み聞かせボラン

ティアの養成・育成およ

び活動支援 

 絵本の選び方や読み聞かせのスキルを学ぶ読

書ボランティア養成講座の実施により、市民活

動を担う人材を育成します。 

 市内の読書ボランティアと連携・協力し、活動内

容の充実や発展のために、機会のコーディネー

トを含む支援・協力を行います。 

図書館 

 

 

基本方向 １１）効果的な情報発信 

基本施策 ⑯読書情報等の発信 

各世代にあった読書情報を提供することで、読書への関心を高めることに努めます。 

【施策の方向】 

 各種情報媒体により、読書活動の啓発やイベント情報の発信に努めます。 

 各世代に合った読書情報の提供により読書への関心を高めます。 

【主な取組】 

 事業名 具体的な内容 担当課 

44 
読書情報の効果的な発

信 

 就学前施設や学校、図書館等において、読書情

報を効果的に発信します。 

幼児課 

学校教育課 

図書館 
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第 5 章 計画の推進に向けて 

 

1．計画の推進体制 

 本計画の推進には、市民をはじめ地域・行政・関係機関等が一体となって、本と人とのつ

ながりを通して、読書のまちづくりの取組を進めることが重要です。 

「草津市子ども読書推進計画」および「草津市の図書館運営計画」の最終評価を踏まえ、

成果のあった取組については、引き続き推進し、目標が未達成となった項目については、

これまでの取組をより効果的な施策となるよう改善します。 

新たな目標達成に向けて、市、家庭、就学前施設・学校、地域等が連携し、総合的な読書

のまちづくりを展開していきます。 
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2．それぞれの役割と連携 

 本計画を効果的かつ着実に実施していくためには、市、家庭、就学前施設・学校、地域の

各主体がそれぞれの役割を意識し、連携・協働していくことが重要であることから、それぞ

れの担うべき役割を以下のように整理します。 

 

 

   

【就学前施設・学校】 

就学前施設は、多様な本との出合いを通して、未就学児が絵本や物語等に親しむ取

組や子育て・親育ちの支援を推進します。また、学校においては、本への関心を高め読

書習慣の形成を図るとともに、本を活用した教育活動を進めます。 

【地域】 

地域は、市民が身近な場所で気軽に読書活動を行うことができる場として、読書環

境づくりや連携による読書支援を進めることが期待されます。地域の拠点施設、地域

団体・書店等において、身近な場所で本を楽しむことのできる場や機会を創出するこ

と、市や相互の連携による読書支援の取組が期待されます。 

【家庭】 

家庭は、こどもや大人の読書習慣を形成し、自己成長や生きがいづくりのベースと

なる教育の原点です。保護者はこどもが本と出合うきっかけを作ると同時に、大人も

共に家庭での読書習慣を醸成し、こどもの読書に対する興味関心を引き出すよう働

きかけることが期待されます。 

【市】 

市は、計画の推進主体として進捗を管理するとともに、施策・事業を包括的・計画

的に取り組みます。家庭、就学前施設・学校、地域がそれぞれの役割を果たすにあた

って支援・啓発に努めます。また、関係機関や主体相互の連携を進めるとともに、地

域に密着した読書活動を推進します。 
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3．計画の進行管理 

 本計画をより円滑および実効性あるものとして推進していくためには、計画の進捗状況

を把握し、計画的に取組をすすめていくことが重要です。そのため、ＰＤＣＡサイクルに沿っ

て目標の達成状況を定期的に点検・評価し、継続的に改善を図ります。 

基本方針ごとに数値目標を設定し、それらを最終年度までに達成できるよう、毎年、取

組内容を点検・評価を行うとともに、評価の結果は「草津市読書のまち推進計画審議会」に

報告し、審議会委員の意見を踏まえた効果的な推進を図ります。 

また、「草津市読書のまち推進計画」において図書館が担う事業の評価や進捗管理なら

びに図書館の運営・機能の充実に関することについては、今後も引き続き図書館長の諮問

機関である草津市図書館協議会で審議し、「草津市読書のまち推進計画審議会」に報告を

行います。 

 

 

 

  

計画 

取組、数値目標を 

設定する。 

改善 

評価の結果を踏まえ、 

必要があると求められる

時は、計画の見直し等を

実施する。 

実行 

計画の内容を踏まえ、 

事業を実施する。 

評価 

1年ごとに実績を把握し、計画

期間中に評価を行う。 
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4．計画の指標 

基本方針ごとに目標および成果指標を設定し、進捗状況を把握しながら、目標年度であ

る令和 12（2030）年度へ向けて読書活動の推進を図ります。 

 

全体目標 

指標名 実績値（R6） 目標値（R11） 

読書が好きな小中学生の割

合（％） 

小学校高学年 80.7％ 81.7％ 

中学生 65.3％ 66.3％ 

 

基本方針 1  乳幼児から高齢者までの全ての世代に対応した読書活動の推進 

指標名 実績値（R6） 目標値（R11） 

乳幼児向け読書啓発事業の参加者数 4,350人 4,894人 

一か月に一回も本を読まな

かった草津市の小中学生の

割合（％）【県調査】 

小学校高学年 6.4％ 

県の前年度 

平均値を下回る 

（R6県平均値：5.5％) 

中学生 24.0％ 

県の前年度 

平均値を下回る 

（R6県平均値：13.1％） 

 

基本方針 2  市域全体での読書環境の整備 

指標名 実績値（R6） 目標値（R11） 

図書館の実利用者数 24,000人 25,500人 

図書館の団体貸出の拠点数 58箇所 165箇所 

 

基本方針 3  つながりによる読書支援の充実 

指標名 実績値（R6） 目標値（R11） 

図書館と関係機関等との連携事業数 15箇所 55箇所 

養成した読書ボランティアの人数 0人 30人 
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参考資料 

1．草津市読書のまち推進計画審議会委員 名簿 

 

（敬称略） 

区分 団体名 氏名 備考 

学識経験を 

有する者 

草津市図書館協議会 岸本 岳文 委員長 

立命館大学 細谷 亨 副委員長 

学校教育の 

関係者 

校長会代表（中学校） 木村 弘子 
令和 6年度第 3回まで 

奥村 真美 

校長会代表（小学校） 大林 知子 
令和 6年度第 3回まで 

堀江 和男 

就学前施設の 

関係者 

草津市認可保育園連盟 西村 佳子 
令和 6年度第 3回まで 

吉田 幹子 

草津市公私立幼稚園運

営等協議会 
津田 正慎 

令和 6年度第 3回まで 

佐々木 昭道 

地域住民を 

代表する者 

草津市まちづくり協議

会連合会 
小林 邦子  

家庭教育の 

向上に資する 

活動を行う者 

保護者代表 江藤 沙織 
令和 6年度第 3回まで 

山下 裕美 

関係する団体を 

代表する者 

草津市心身障害児者連

絡協議会 
涌井 康貴  

草津市老人クラブ連合

会 
柴田 弘三  

草津栗東地区労働者福

祉協議会 
山中 幸次  

草津市社会教育委員 茶木 修一  

公募委員 

公募委員 笠井 真弓  

公募委員 藤内 郁子  

公募委員 柳澤 佑月  
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2．草津市読書のまち推進計画における計画策定経過 

 

令和 6年度 

年月日 議事 

令和 6年 7月 3日 

令和 6年度第 1回草津市読書のまち推進計画 

1. （仮称）読書のまち推進計画における策定方針について 

2. 第 3次草津市子ども読書推進計画と草津市の図書館運営

計画（後期運営計画）における評価・課題について 

3. 「（仮称）草津市読書のまち推進計画」における市民アンケ

ート等について 

令和6年 10月 17日 

令和 6年度第 2回草津市読書のまち推進計画 

1. 「（仮称）草津市読書のまち推進計画」における市民アンケ

ート等の結果および（仮称）草津市読書のまち推進計画の

施策体系について 

2. （仮称）草津市読書のまち推進計画における主な事業につ

いて 

令和6年 12月24日 

令和 6年度第 3回草津市読書のまち推進計画 

1. （仮称）草津市読書のまち推進計画（案）の概要および素案

について 

2. 成果指標について 

3. 基本理念について 

 

令和 7年度 

年月日 議事 

令和 7年 4月 7日 
答申 

1. 草津市読書のまち推進計画について（答申） 
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３．アンケート調査結果（概要） 

（1）調査の概要 

①調査目的 

市民誰もが読書に親しみ、生涯にわたり学び心豊かに過ごすことができるよう、全世

代への読書活動の推進および全市域に読書活動の場を広げるため、「（仮称）草津市読

書のまち推進計画」の策定を行うことから、未就学児の保護者、小学生（1～3 年生・4～

6年生）、中学生、無作為抽出による 16歳以上の市民を対象にアンケート調査を実施し

ました。 

 

②調査方法 

（1）未就学児保護者 

調査方法 HOICT（保育業務支援システム）による回答 

調査期間 令和 6(2024)年 7月 9日～7月 13日 

調査対象 市内公立保育所・こども園通園者保護者 

調査対象数 1,176人 

有効回収数（有効回収率） 987（83.9％） 

 

（2）小学生 

①低学年（1～3年生） 

調査方法 L-gate（学習 eポータル）による回答 

調査期間 令和 6（2024）年 7月 8日～7月 19日 

調査対象 市内小学校在学の 1～3年生 

調査対象数 4,041人 

有効回収数（有効回収率） 3,076（76.1％） 

 

②高学年（4～6年生） 

調査方法 L-gate（学習 eポータル）による回答 

調査期間 令和 6（2024）年 7月 8日～7月 19日 

調査対象 市内小学校在学の 4～6年生 

調査対象数 4,261人 

有効回収数（有効回収率） 3,148（73.99％） 
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（3）中学生（1～3年生） 

調査方法 L-gate（学習 eポータル）による回答 

調査期間 令和 6（2024）年 8月 23日～9月 4日 

調査対象 市内中学校在学の 1～3年生 

調査対象数 3,785人 

有効回収数（有効回収率） 2,738（72.3％） 

 

（4）16歳以上の市民 

調査方法 郵送配布・回収、Ｗｅｂによる回答 

調査期間 令和 6（2024）年 7月 17日～8月 9日 

調査対象 市内在住 16歳以上 

調査対象数 3,000人（無作為抽出） 

有効回収数（有効回収率） 883（29.4％） 

 

③報告書の見方 

（１）集計結果は、全て小数点以下第 2 位を四捨五入しており、比率の合計が 100％とな

らないことがあります。 

（２）複数の回答を依頼した質問では、比率の合計が 100％とならない場合があります。 

（３）回答比率（％）は、その質問の回答者数を基数（N＝Number of case）として算出し

ています。 

（４）本文中の表等において、選択肢が長い文章となる際に簡略化している場合がありま

す。 
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69.2%

26.7%

3.2%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

好きだと思う

どちらかというと好きだと思う

どちらかというと好きではないと思う

好きではないと思う

(N=987)

50.3%

60.6%

77.8%

91.1%

25.0%

44.1%

35.6%

19.7%

8.2%

35.7%

5.6%

3.4%

2.5%

0.8%

14.3%

0.0%

0.3%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～2冊(N=179)

3～5冊(N=320)

6～10冊(N=203)

11冊以上(N=257)

読んでいない（0冊）(N=28)

好きだと思う どちらかというと好きだと思う

どちらかというと好きではないと思う 好きではないと思う

（2）調査結果（概要） 

①未就学児の読書について 

● 未就学児は読書（読み聞かせ）が好きですか。 

こどもは読書（読み聞かせ）が好きかどうかについてみると、「好きだと思う」（69.2％）が最も多

く、次いで「どちらかというと好きだと思う」（26.7％）、「どちらかというと好きではないと思う」

（3.2％）となっています。「好きだと思う」と「どちらかというと好きだと思う」の合計は 95.9％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 こどもの 1か月の読書量との関係をみると、未就学児が 1か月に 1冊以上本を読む家庭では、こ

どもは読書を「好きだと思う」または「どちらかというと好きだと思う」と回答する保護者の割合が

9割以上を占めており、冊数が多いほどその割合は高くなっています。一方、「読んでいない（0冊）」

という家庭では 60.7％と低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 読書が好きかどうか 

 

図 こどもの 1か月の読書量 ✕ 読書が好きかどうか 
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18.1%

32.4%

20.6%

26.0%

2.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

1～2冊

3～5冊

6～10冊

11冊以上

読んでいない（0冊）

(N=987)

23.5%

5.3%

3.7%

1.2%

26.3%

35.1%

61.6%

4.9%

4.7%

30.4%

18.9%

19.2%

65.4%

1.2%

17.0%

22.0%

13.2%

24.7%

92.9%

19.3%

0.6%

0.7%

1.2%

0.0%

7.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～2冊(N=328)

3～5冊(N=151)

6～10冊(N=81)

11冊以上(N=85)

読んでいない（0冊）(N=342)

1～2冊 3～5冊 6～10冊 11冊以上 読んでいない（0冊）

0.2%

0.5%

2.6%

16.7%

18.4%

10.1%

8.5%

42.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

ほとんど毎日

週に２～３回

週に１回

月に２～３回

月に１回

３か月に１回

半年に１回

ほとんど行かない

(N=987)

● お子様は 1か月で何冊くらい本を読んでいますか。（読み聞かせ含む） 

こどもの 1か月の読書量についてみると、「3～5冊」（32.4％）が最も多く、次いで「11冊以上」

（26.0％）、「6～10冊」（20.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の 1 か月の読書量との関係をみると、保護者の読書量が多いほど読む本の量は多く

なっていますが、保護者が本を読んでいない（0 冊）場合でもこどもの不読率は 1 割未満とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 公共図書館や移動図書館をどのくらい利用しますか。 

公共図書館や移動図書館の利用状況についてみると、「ほとんど行かない」（42.9％）が最も多

く、次いで「月に 1回」（18.4％）、「月に 2～3回」（16.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 保護者の 1か月の読書量 ✕ こどもの 1か月の読書量 

 

図 こどもの 1か月の読書

量 

 

図 公共図書館や移動図書館の利用状況 
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60.9%

16.1%

52.5%

62.7%

47.3%

31.7%

9.0%

4.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

身近な地域で本がある環境づくり

地域の読書活動の活性化

読書を楽しめる場の提供

小さなころから本を読むことの習慣づけ

家庭で身近に本がある環境づくり

図書館機能の充実を図る

市からの読書に関する情報発信

本に関する研修や講座の開催

(N=987)

20.3%

6.5%

2.7%

0.2%

1.2%

17.5%

0.3%

30.2%

4.2%

0.8%

0.5%

12.7%

0.7%

1.0%

5.3%

7.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

自宅や職場、子どもの通う園所から遠い

利用したい日や時間に開館していない

読みたい本が少ない

必要な資料が少ない

駐車場が少ない

子どもを連れていきにくい

高齢や病気のため行くことができない

返却しに行くのが面倒

本が古い

興味のある行事がない

図書館の場所がわからない

興味のある本は購入する

貸出冊（点）数が少ない

勉強等ができる場所が少ない

本をあまり読まない

行く目的がない

(N=987)

●公共図書館を利用しない理由はなんですか。【複数回答】 

公共図書館を利用しない理由についてみると、「返却しに行くのが面倒」（30.2％）が最も多く、

次いで「自宅や職場、子どもの通う園所から遠い」（20.3％）、「子どもを連れていきにくい」

（17.5％）となっています。 

図 公共図書館を利用しない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 草津市のこどもが読書をするためにはどのようなことが大切だと思いますか。 

（複数回答） 

草津市のこどもが読書をするために大切なことについてみると、「小さなころから本を読むこと

の習慣づけ」（62.7％）が最も多く、次いで「身近な地域で本がある環境づくり」（60.9％）、「読書

を楽しめる場の提供」（52.5％）となっています。 

図 草津市のこどもが読書をするために大切なこと 
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85.9%

14.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

好き

好きではない

(N=3,076)

91.7%

8.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

読んだ

読んでいない

(N=3,076)

97.4%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ある

ない

(N=3,076)

54.7%

45.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

ある

ない

(N=3,076)

71.7%

28.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

ある

ない

(N=3,076)

②小学生の読書について 

ア）小学校低学年（1～3年生） 

● 本を読むことは好きですか。 

読書が好きかどうかについてみると、「好き」が 85.9％、「好きではない」が 14.1％となってい

ます。 

 

 

 

● 6月に本は読みましたか。 

この１か月の読書状況についてみると、「読んだ」は 91.7％、「読んでいない」は 8.3％となって

います。 

 

 

 

● 学校の図書室で本を借りたり、読んだりしたことはありますか。 

学校の図書室の利用状況についてみると、本を借りたり、読んだりしたことが「ある」は97.4％、

「ない」は 2.6％となっています。 

 

 

 

 

● あおばな号（移動図書館）で本を借りたり、読んだりしたことはありますか。 

あおばな号（移動図書館）の利用状況についてみると、「ある」は 54.7％、「ない」は 45.3％とな

っています。 

 

 

 

● 地域の図書館（草津市立図書館・南草津図書館など）で本を借りたり、読んだりしたこ

とはありますか。 

地域の図書館の利用状況についてみると、地域の図書館で本を借りたり、読んだりした経験が

「ある」は 71.7％、「ない」は 28.3％となっています。 

 

 

  

図 読書が好きかどうか 

 

図 この１か月の読書状況 

 

図 学校の図書室の利用状況 

 

図 あおばな号（移動図書館）の利用状況 

 

図 地域の図書館の利用状況 
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45.8%

34.9%

12.7%
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31.1%
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33.3%

25.3%

16.1%

9.5%
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23.6%

21.4%

6.8%
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26.1%
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月1回くらい(N=768)
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月4回以上(N=703)

年に数回(N=402)

利用しない(N=257)

好き どちらかというと好き どちらかというと好きではない 好きではない

52.5%

26.8%

29.0%

20.0%

17.7%

35.9%

20.1%

15.0%

10.4%

15.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

家に本があった

図書館によく連れて行ってもらった

本屋さんによく連れて行ってもらった

読み聞かせをしてもらった

本が好きな周りの人に影響を受けた

学校で読書の時間があった

話題になっている本を読んだ

趣味や学習で調べた

インターネットやSNSの情報で興味を持った

特にきっかけはない、わからない

(N=2,541)

イ）小学校高学年（4～6年生） 

● 読書は好きですか。 

読書が好きかどうかについてみると、「好き」（45.8％）が最も多く、次いで「どちらかというと好

き」（34.9％）、「どちらかというと好きではない」（12.7％）となっています。「好き」と「どちらかと

いうと好き」の合計は 80.7％となっています。 

図 読書が好きかどうか 

 

 

 

 

 

学校の図書室の利用状況との関係をみると、図書室の利用回数が多いほど読書に好意的な児童

が多く、月 4回以上利用している児童では 7割以上が「好き」と回答しています。 

図 学校の図書室の利用状況 ✕ 読書が好きかどうか 

 

 

 

 

 

 

 

● どのようなことがきっかけで本を読むことが好きになりましたか。【複数回答】 

読書が好きな児童について、本を読むことが好きになったきっかけをみると、「家に本があった」

（52.5％）が最も多く、次いで「学校で読書の時間があった」（35.9％）、「本屋さんによく連れて行

ってもらった」（29.0％）となっています。 

図 本を読むことが好きになったきっかけ 
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18.0%

26.8%

19.4%

30.5%

5.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

1～2冊

3～5冊

6～10冊

11冊以上

読んでいない（0冊）

(N=3,148)

24.4%

32.3%

22.3%

12.8%

8.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

月1回くらい

月2～3回くらい

月4回以上

年に数回

利用しない

(N=3,148)

7.2%

20.5%

5.4%

3.0%

26.5%

19.3%

40.4%

31.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

先月はたまたま読まなかった

読む時間がない

図書館が近くにない

本屋さんが近くにない

読みたいと思う本がない

文字を読むのが苦手

読むのがめんどう

特に理由はない

(N=166)

18.2%

18.3%

63.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

月1回くらい

年に数回

利用しない

(N=3,148)

● 6月にどのくらい本を読みましたか。 

この 1 か月の読書量についてみると、「11 冊以上」（30.5％）が最も多く、次いで「3～5 冊」

（26.8％）、「6～10冊」（19.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

● 6月に 1回も本を読まなかった理由はなんですか。【複数回答】 

この1か月に本を読んでいない児童について、その理由をみると、「読むのがめんどう」（40.4％）

が最も多く、次いで「特に理由はない」（31.3％）、「読みたいと思う本がない」（26.5％）となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

● 学校の図書室でどのくらい本を借りたり、読んだりしていますか。 

学校の図書室の利用状況についてみると、「月2～3回くらい」（32.3％）が最も多く、次いで「月

1回くらい」（24.4％）、「月 4回以上」（22.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

● あおばな号（移動図書館）でどのくらい本を借りたり、読んだりしていますか。 

あおばな号（移動図書館）の利用状況についてみると、「利用しない」（63.6％）が多く、次いで

「年に数回」（18.3％）、「月 1回くらい」（18.2％）となっています。 

  

図 学校の図書館の利用状況 

 

図 本を読まなかった理由 

 

図 この１か月の読書量 

 

図 あおばな号（移動図書館）の利用状況 
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42.4%

34.5%

49.3%

24.0%

25.0%

26.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

周りにもっと本があること

本に関するイベントをすること

読書が楽しめる場所を増やすこと

本がある場所に連れて行ってもらうこと

図書館機能を充実すること

読書に関する情報が伝わってくること

(N=3,148)

20.2%

17.1%

9.7%

22.7%

30.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

月1回くらい

月2～3回くらい

月4回以上

年に数回

利用しない

(N=3,148)

43.6%

35.8%

50.2%

24.9%

25.2%

26.6%

20.5%

11.4%

33.1%

7.8%

22.9%

30.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

周りにもっと本があること

本に関するイベントをすること

読書が楽しめる場所を増やすこと

本がある場所に連れて行ってもらうこと

図書館機能を充実すること

読書に関する情報が伝わってくること

読書している(N=2,982) 読書していない(N=166)

● 地域の図書館（草津市立図書館・南草津図書館など）でどのくらい本を借りたり、読ん

だりしていますか。 

地域の図書館の利用状況についてみると、「利用しない」（30.2％）が最も多く、次いで「年に数

回」（22.7％）、「月 1回くらい」（20.2％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

● どのようなことがあれば本をもっと読みたくなると思いますか。【複数回答】 

どのようなことがあれば本をもっと読みたくなると思うかについてみると、「読書が楽しめる場

所を増やすこと」（49.3％）が最も多く、次いで「周りにもっと本があること」（42.4％）、「本に関す

るイベントをすること」（34.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

この 1 か月に読書している児童では「読書が楽しめる場所を増やすこと」（50.2％）が最も多く、

次いで「周りにもっと本があること」（43.6％）、「本に関するイベントをすること」（35.8％）となっ

ています。一方、読書していない児童では「読書が楽しめる場所を増やすこと」（33.1％）が最も多

く、次いで「読書に関する情報が伝わってくること」（30.7％）、「図書館機能を充実すること」

（22.9％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 読書の状況 ✕ どのようなことがあれば本をもっと読みたくなると思うか 

 

図 どのようなことがあれば本をもっと読みたくなると思うか 

 

 

図 地域の図書館の利用状況 
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30.3%

35.0%

20.5%

14.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

好き

どちらかというと好き

どちらかというと好きではない

好きではない

(N=2,738)

37.1%

20.9%

8.3%

8.1%

25.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

1～2冊

3～5冊

6～10冊

11冊以上

読んでいない（0冊）

(N=2,738)

Q13　移動図書館をどのくらい利用しますか。　×　Q3 読書は好きですか。

25.1%

11.0%

1.9%

2.9%

7.9%

24.7%

23.1%

10.2%

10.1%

20.2%

31.9%

41.2%

19.9%

36.0%

40.0%

18.3%

24.7%

68.1%

51.0%

31.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

月1回くらい(N=1,063)

月2～3回くらい(N=592)

月4回以上(N=216)

年に数回(N=347)

利用しない(N=520)

好き どちらかというと好き どちらかというと好きではない 好きではない

③中学生（1～3年生）の読書について 

● 読書は好きですか。 

読書が好きかどうかについてみると、「どちらかというと好き」（35.0％）が最も多く、次いで「好

き」（30.3％）、「どちらかというと好きではない」（20.5％）となっています。「好き」と「どちらかと

いうと好き」の合計は 65.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

学校の図書室の利用状況との関係をみると、図書室の利用頻度が高い生徒ほど読書に好意的な

生徒が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 6月にどのくらい本を読みましたか。 

この 1か月の読書量についてみると、「1～2冊」（37.1％）が最も多く、次いで「読んでいない（0

冊）」（25.6％）、「3～5冊」（20.9％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

図 読書が好きかどうか 

 

図 この 1か月の読書量 

 

図 学校の図書室の利用状況 ✕ 読書が好きかどうか 
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19.0%

12.7%

7.9%

21.6%

38.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

月1回くらい

月2～3回くらい

月4回以上

年に数回

利用しない

(N=2,738)

36.0%

40.8%

34.1%

26.1%

19.6%

14.8%

11.4%

6.7%

6.0%

11.9%

6.1%

5.0%

14.6%

26.8%

40.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１年生(N=1,065)

２年生(N=951)

３年生(N=722)

1～2冊 3～5冊 6～10冊 11冊以上 読んでいない（0冊）

4.3%

34.8%

5.0%

3.4%

42.1%

24.8%

45.1%

20.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

先月はたまたま読まなかった

読む時間がない

図書館が近くにない

書店が近くにない

読みたいと思う本がない

文字を読むのが苦手

読むのがめんどう

特に理由はない

(N=701)

学年別にみると、学年が上がるにつれて「読んでいない（0冊）」が増加する傾向がみられ、3年生で

は不読率が 40.2％となっています。 

図 学年 ✕ この１か月の読書量 

 

 

 

 

 

● 6月に 1回も本を読まなかった理由はなんですか。【複数回答】 

この 1か月に本を読んでいない生徒について、その理由をみると、「読むのがめんどう」（45.1％）

が最も多く、次いで「読みたいと思う本がない」（42.1％）、「読む時間がない」（34.8％）となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 学校の図書室をどのくらい利用しますか。 

学校の図書室の利用状況についてみると、「利用しない」（38.8％）が最も多く、次いで「年に数

回」（21.6％）、「月 1回くらい」（19.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

  

図 本を読まなかった理由 

 

図 学校の図書室の利用状況 
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6.7%

12.7%

80.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

月1回くらい

年に数回

利用しない

(N=2,738)

13.1%

19.9%

5.7%

34.0%

19.6%

2.7%

10.3%

15.8%

59.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

利用したい日や時間に来ていない

読みたい本が少ない

本が古い

どこに来ているか知らない

本を返しに行くのがめんどう

借りることができる冊数が少ない

興味のある本は買う

本をあまり読まない

行く目的がない

(N=2,206)

4.4%

36.3%

9.7%

1.8%

35.9%

3.4%

11.1%

19.6%

3.1%

29.4%

58.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

利用したい日や時間に開いていない

読みたい本が少ない

本が古い

図書館の場所がわからない

本を返しに行くのがめんどう

借りることができる冊数が少ない

興味のあるイベントがない

興味のある本は買う

勉強できる場所が少ない

本をあまり読まない

行く目的がない

(N=1,063)

●学校の図書室を利用しない理由はなんですか。【複数回答】 

学校の図書室を利用していない生徒について、その理由をみると、「行く目的がない」（58.8％）

が最も多く、次いで「読みたい本が少ない」（36.3％）、「本を返しに行くのがめんどう」（35.9％）と

なっています。 

図 学校の図書室を利用しない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 移動図書館をどのくらい利用しますか。 

移動図書館の利用状況についてみると、「利用しない」（80.6％）が多く、次いで「年に数回」

（12.7％）、「月 1回くらい」（6.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

●移動図書館を利用しない理由はなんですか。【複数回答】 

移動図書館を利用していない生徒について、その理由をみると、「行く目的がない」（59.4％）が

最も多く、次いで「どこに来ているか知らない」（34.0％）、「読みたい本が少ない」（19.9％）となっ

ています。 

図 移動図書館を利用しない理由 

 

 

 

 

 

 

 

図 移動図書館の利用状況 
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13.1%

8.1%

2.7%

27.7%

48.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

月1回くらい

月2～3回くらい

月4回以上

年に数回

利用しない

(N=2,738)

60.7%

31.6%

3.7%

4.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

役に立つと思う

どちらかといえば役に立つと思う

どちらかといえば役に立つと思わない

役に立つと思わない

(N=2,738)

27.3%

4.1%

20.0%

6.2%

5.4%

24.7%

2.0%

6.7%

13.7%

3.0%

20.4%

62.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

家や学校から遠い

利用したい日や時間に開いていない

読みたい本が少ない

本が古い

図書館の場所がわからない

本を返しに行くのがめんどう

借りることができる冊数が少ない

興味のあるイベントがない

興味のある本は買う

勉強できる場所が少ない

本をあまり読まない

行く目的がない

(N=1,324)

● 公共図書館（草津市立図書館・南草津図書館など）をどのくらい利用しますか。 

公共図書館の利用状況についてみると、「利用しない」（48.4％）が最も多く、次いで「年に数回」

（27.7％）、「月 1回くらい」（13.1％）となっています。 

図 公共図書館の利用状況 

 

 

 

 

 

 

●公共図書館を利用しない理由はなんですか。【複数回答】 

公共図書館を利用していない生徒について、利用しない理由をみると、「行く目的がない」

（62.0％）が最も多く、次いで「家や学校から遠い」（27.3％）、「本を返しに行くのがめんどう」

（24.7％）となっています。 

図 公共図書館を利用しない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 読書は役に立つと思いますか。 

読書は役に立つと思うかについてみると、「役に立つと思う」（60.7％）が最も多く、次いで「どち

らかといえば役に立つと思う」（31.6％）、「役に立つと思わない」（4.1％）となっています。 

図 読書は役に立つと思うか 
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39.6%

20.1%

44.0%

21.7%

27.5%

26.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

周りにもっと本があること

本に関するイベントをすること

読書が楽しめる場所を増やすこと

本がある場所に連れて行ってもらうこと

図書館機能を充実すること

読書に関する情報が伝わってくること

(N=2,738)

● どのようなことがあれば本をもっと読みたくなると思いますか。【複数回答】 

どのようなことがあれば本をもっと読みたくなると思うかについてみると、「読書が楽しめる場

所を増やすこと」（44.0％）が最も多く、次いで「周りにもっと本があること」（39.6％）、「図書館機

能を充実すること」（27.5％）となっています。 

図 どのようなことがあれば本をもっと読みたくなると思うか 
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25.9%

37.5%

27.6%

33.3%

32.7%

38.7%

25.9%

20.0%

22.6%

14.8%

9.2%

10.4%

0.0%

0.6%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

20代以下(N=81)

30～64歳(N=499)

65歳以上(N=297)

好き どちらかというと好き どちらかというと好きではない 好きではない 無回答

33.1%

34.7%

21.4%

10.1%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

好き

どちらかというと好き

どちらかというと好きではない

好きではない

無回答

(N=883)

34.3%

61.8%

72.5%

91.4%

9.5%

45.6%

33.3%

22.5%

5.7%

29.6%

17.6%

3.5%

5.0%

2.9%

36.4%

2.2%

0.7%

0.0%

0.0%

24.0%

0.3%

0.7%

0.0%

0.0%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１～２冊(N=318)

３～５冊(N=144)

６～10冊(N=40)

11冊以上(N=35)

読んでいない（０冊）

(N=338)

好き どちらかというと好き どちらかというと好きではない 好きではない 無回答

④市民の読書について（16歳以上の市民） 

● あなたは読書が好きですか。 

読書が好きかどうかについてみると、「どちらかというと好き」（34.7％）が最も多く、次いで「好

き」（33.1％）、「どちらかというと好きではない」（21.4％）となっています。「好き」と「どちらかと

いうと好き」の合計は 67.8％となっています。 

図 読書が好きかどうか 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、読書が「好き」または「どちらかというと好き」と回答した人は 20 代以下では

59.2％、30～64歳では 70.2％、65歳位上では 66.3％となっています。 

図 年齢 ✕ 読書が好きかどうか 

 

 

 

 

 

 

1 か月の読書量との関係をみると、読書量が多いほど読書が「好き」と回答する人が多くなって

おり、月に3冊以上読む人では「好き」または「どちらかというと好き」が9割以上を占めています。 

図 1か月の読書量 ✕ 読書が好きかどうか 
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34.6%

15.1%

14.5%

10.4%

25.9%

38.8%

17.9%

15.4%

32.3%

22.6%

16.2%

22.6%

7.2%

5.9%

5.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

家に本があった

図書館によく連れて行ってもらった

書店によく連れて行ってもらった

読み聞かせをしてもらった

図書館で見て興味を持った

書店で見て興味を持った

本が好きな周囲の人に影響を受けた

学校等で読書の時間があった

話題になっている本を読んだ

趣味や学習で調べた

ドラマや映画の原作や関連本を読んだ

新聞や雑誌の情報で興味を持った

インターネットやSNSの情報で興味を持った

その他

特にきっかけはない、わからない

(N=598)

3.4%

12.9%

20.3%

42.3%

47.7%

66.7%

75.6%

26.1%

27.6%

30.7%

40.6%

40.5%

34.2%

28.2%

17.8%

13.0%

41.4%

35.7%

28.3%

9.8%

12.6%

3.8%

2.2%

43.5%

27.6%

19.3%

10.8%

6.7%

2.7%

1.3%

4.4%

17.4%

0.0%

1.4%

0.0%

0.6%

2.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

まったくない(N=29)

10冊未満(N=140)

10冊～50冊未満(N=286)

50冊～100冊未満(N=163)

100冊～200冊未満(N=111)

200冊～500冊未満(N=78)

500冊以上(N=45)

わからない(N=23)

好き どちらかというと好き どちらかというと好きではない 好きではない 無回答

家庭の蔵書数との関係をみると、家庭の蔵書数が多いと読書が「好き」または「どちらかというと

好き」と回答する割合が高く、蔵書数 50冊以上では 8割以上を占めています。 

図 家庭の蔵書数 ✕ 読書が好きかどうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● どのようなことがきっかけで本を読むことが好きになりましたか。【複数回答】 

読書が好きな方について、本を読むことが好きになったきっかけをみると、「書店で見て興味を

持った」（38.8％）が最も多く、次いで「家に本があった」（34.6％）、「話題になっている本を読ん

だ」（32.3％）となっています。 

図 本を読むことが好きになったきっかけ 
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33.9%

22.3%

66.0%

11.6%

14.8%

37.0%

7.0%

4.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

勉強のため

仕事のため

趣味のため

話題作りのため

脳の活性化のため

情報収集のため

読書をしない

その他

(N=883)

41.7%

33.3%

27.1%

20.8%

31.3%

33.3%

16.7%

41.7%

35.4%

33.3%

12.5%

8.3%

10.4%

2.1%

2.1%

39.1%

18.3%

18.9%

12.9%

26.3%

39.7%

20.6%

15.1%

31.4%

21.4%

20.0%

18.0%

9.1%

5.1%

4.6%

25.4%

5.1%

4.1%

3.6%

23.9%

38.1%

13.7%

9.1%

33.0%

21.8%

10.2%

34.0%

2.5%

8.1%

8.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

家に本があった

図書館によく連れて行ってもらった

書店によく連れて行ってもらった

読み聞かせをしてもらった

図書館で見て興味を持った

書店で見て興味を持った

本が好きな周囲の人に影響を受けた

学校等で読書の時間があった

話題になっている本を読んだ

趣味や学習で調べた

ドラマや映画の原作や関連本を読んだ

新聞や雑誌の情報で興味を持った

インターネットやSNSの情報で興味を持った

その他

特にきっかけはない、わからない

20代以下(N=48) 30～64歳(N=350) 65歳以上(N=197)

年齢別にみると、20 代以下では「家に本があった」と「学校等で読書の時間があった」が同率で

最も多くなっています。30～64歳と 65歳以上では「書店で見て興味を持った」が最も多く、次い

で 30～64 歳では「家に本があった」、65 歳以上では「新聞や雑誌の情報で興味を持った」となっ

ています。「新聞や雑誌の情報で興味を持った」は年齢層が高いほど多くなっています。 

図 年齢 ✕ 本を読むことが好きになったきっかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● あなたが読書をする目的はなんですか。 【複数回答】 

読書をする目的についてみると、「趣味のため」（66.0％）が最も多く、次いで「情報収集のため」

（37.0％）、「勉強のため」（33.9％）となっています。 

図 読書をする目的 
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33.3%

7.4%

71.6%

8.6%

6.2%

18.5%

16.0%

2.5%

41.1%

27.9%

69.7%

10.0%

10.0%

40.1%

4.8%

4.8%

22.6%

16.8%

58.6%

14.8%

25.3%

37.4%

8.4%

5.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

勉強のため

仕事のため

趣味のため

話題作りのため

脳の活性化のため

情報収集のため

読書をしない

その他

20代以下(N=81) 30～64歳(N=499) 65歳以上(N=297)

36.0%

16.3%

4.5%

4.0%

38.3%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

１～２冊

３～５冊

６～10冊

11冊以上

読んでいない（０冊）

無回答

(N=883)

30.9%

38.1%

34.3%

7.4%

17.6%

16.5%

2.5%

4.2%

5.4%

2.5%

4.4%

3.7%

56.8%

35.1%

39.1%

0.0%

0.6%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

20代以下(N=81)

30～64歳(N=499)

65歳以上(N=297)

１～２冊 ３～５冊 ６～10冊 11冊以上 読んでいない（０冊） 無回答

年齢別にみると、どの年代でも「趣味のため」が最も多く、次いで 20 代以下と 30～64 歳では

「勉強のため」、65歳以上では「情報収集のため」となっています。 

図 年齢 ✕ 読書をする目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● この 1か月で何冊くらい本を読みましたか。（１ページ以上読んだ本） 

この 1か月の読書量についてみると、「読んでいない（0 冊）」（38.3％）が最も多く、次いで「1～

2冊」（36.0％）、「3～5冊」（16.3％）となっています。 

図 １か月の読書量 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、不読率（「読んでいない（0冊）」）は20代以下で56.8％と特に多くなっていま

す。 

図 年齢 ✕ １か月の読書量 
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6.2%

43.5%

3.8%

2.7%

18.6%

9.2%

21.9%

0.6%

21.0%

3.3%

14.8%

9.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

この１か月はたまたま読まなかった

読む時間がない

図書館が近くにない

書店が近くにない

読みたいと思う本がない

文字を読むのが苦手

読むのが面倒

近くの図書館に読みたい本がない

文字が小さく読みづらい

障害があるため読むことが困難

特に理由はない

その他

(N=338)

4.3%

43.5%

4.3%

2.2%

23.9%

15.2%

32.6%

0.0%

0.0%

4.3%

23.9%

2.2%

6.9%

54.3%

3.4%

1.7%

23.4%

7.4%

21.1%

1.1%

13.7%

1.7%

8.0%

7.4%

6.0%

27.6%

4.3%

4.3%

9.5%

9.5%

19.0%

0.0%

40.5%

5.2%

20.7%

14.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

この１か月はたまたま読まなかった

読む時間がない

図書館が近くにない

書店が近くにない

読みたいと思う本がない

文字を読むのが苦手

読むのが面倒

近くの図書館に読みたい本がない

文字が小さく読みづらい

障害があるため読むことが困難

特に理由はない

その他

20代以下(N=46) 30～64歳(N=175) 65歳以上(N=116)

● 1か月の間に 1冊も本を読まなかった理由はなんですか。【複数回答】 

本を読んでいない方について、その理由をみると、「読む時間がない」（43.5％）が最も多く、次

いで「読むのが面倒」（21.9％）、「文字が小さく読みづらい」（21.0％）となっています。 

図 本を読まなかった理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、20代以下と 30～64歳では「読む時間がない」、65歳以上では「文字が小さ

く読みづらい」がそれぞれ最も多くなっています。 

図 年齢 ✕ 本を読まなかった理由 
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93.6%

1.1%

11.1%

7.5%

0.9%

10.7%

20.8%

6.8%

0.1%

0.5%

0.1%

3.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自宅

学校

職場

図書館

公園などの屋外

カフェなどの飲食店

電車・バスなどの移動中

駅やバス停など（待ち時間）

学校図書館

高齢者福祉施設

障害者支援施設

その他

(N=811)

34.5%

68.7%

5.1%

15.9%

4.3%

20.3%

1.0%

7.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

公共図書館で借りる

書店や古本屋で購入する

周囲の人から借りる

電子書籍を購入する

定額制サービス（サブスクなど）を利用する

インターネット（オンライン書店や通販サイト）

で紙の本を購入する

その他

本は読まない

(N=883)

● 読みたい本があるとき、どのようにその本を入手しますか。【複数回答】 

読みたい本の入手方法についてみると、「書店や古本屋で購入する」（68.7％）が最も多く、次い

で「公共図書館で借りる」（34.5％）、「インターネット（オンライン書店や通販サイト）で紙の本を購入

する」（20.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● あなたは普段どこで本を読みますか。【複数回答】 

本を読む方について、普段本を読む場所をみると、「自宅」（93.6％）が最も多く、次いで「電車・

バスなどの移動中」（20.8％）、「職場」（11.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 本の入手方法 

図 普段本を読む場所 
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17.0%

46.3%

58.7%

33.2%

11.8%

14.2%

18.2%

1.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

図書館

書店

インターネット・SNS

新聞

雑誌

周囲の人から

テレビ

その他

(N=883)

29.4%

54.0%

15.4%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

読んだことはあるが、あまり利用しない

読んだことはない

読んだことがあり、よく利用する

無回答

(N=883)

0.1%

1.6%

3.4%

8.9%

8.6%

7.6%

9.2%

46.0%

13.9%

0.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

ほとんど毎日

週に２～３回

週に１回

月に２～３回

月に１回

３か月に１回

半年に１回

ほとんど行かない

行ったことがない

無回答

(N=883)

● 本や読書に関する情報はどこで得ていますか。【複数回答】 

本や読書に関する情報の入手方法についてみると、「インターネット・SNS」（58.7％）が最も多く、

次いで「書店」（46.3％）、「新聞」（33.2％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 電子書籍を読んだことがありますか。 

電子書籍の利用経験についてみると、「読んだことはない」（54.0％）が多く、次いで「読んだこと

はあるが、あまり利用しない」（29.4％）、「読んだことがあり、よく利用する」（15.4％）となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

● 公共図書館をどのくらい利用していますか。（草津市立図書館以外も含む） 

公共図書館の利用状況についてみると、「ほとんど行かない」（46.0％）が最も多く、次いで「行

ったことがない」（13.9％）、「半年に 1回」（9.2％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 本や読書に関する情報の入手方法 

 

図 本や読書に関する情報の入手方法 

図 公共図書館の利用状況 
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25.0%

9.6%

9.8%

2.5%

2.6%

1.7%

7.4%

29.9%

5.9%

0.9%

1.9%

36.9%

0.2%

2.1%

22.9%

0.2%

0.4%

20.8%

10.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

自宅や職場から遠い

利用したい日や時間に開館していない

読みたい本が少ない

必要な資料が少ない

駐車場が少ない

子どもを連れていきにくい

高齢や病気のため行くことができない

返却しに行くのが面倒

本が古い

興味のある行事がない

図書館の場所がわからない

興味のある本は購入する

貸出冊（点）数が少ない

勉強等ができる場所が少ない

本をあまり読まない

障害に対応した図書やサービスが少ない

大活字本が少ない

行く目的がない

その他

(N=529)

1.1%

0.5%

14.8%

82.9%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

月１回

月２回以上

ほとんど利用しない

利用したことがない

無回答

(N=883)

● 公共図書館を利用しない理由は何ですか。【複数回答】 

公共図書館を利用しない方について、その理由をみると、「興味のある本は購入する」（36.9％）

が最も多く、次いで「返却しに行くのが面倒」（29.9％）、「自宅や職場から遠い」（25.0％）となって

います。 

図 公共図書館を利用しない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●草津市の移動図書館をどのくらい利用していますか。 

草津市の移動図書館の利用状況についてみると、「利用したことがない」（82.9％）が最も多く、

次いで「ほとんど利用しない」（14.8％）、「月 1回」（1.1％）となっています。 

図 移動図書館の利用状況 
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3.7%

5.5%

89.9%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

している

過去にしていたことがある

したことがない

無回答

(N=883)

61.0%

6.0%

24.0%

4.3%

2.0%

1.2%

7.6%

0.8%

13.3%

1.0%

0.3%

10.4%

0.2%

0.3%

17.0%

4.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

どこにいつ来ているか知らない

利用したい日や時間に来ていない

草津市立図書館・南草津図書館を利用する

読みたい本が少ない

必要な資料が少ない

子どもを連れていきにくい

返却しに行くのが面倒

本が古い

興味のある本は購入する

貸出冊数が少ない

勉強等できる場所がない

本をあまり読まない

障害に対応した図書やサービスが少ない

大活字本が少ない

行く目的がない

その他

(N=863)

●草津市の移動図書館を利用しない理由は何ですか。【複数回答】 

草津市の移動図書館を利用していない方について、その理由をみると、「どこにいつ来ているか

知らない」（61.0％）が最も多く、次いで「草津市立図書館・南草津図書館を利用する」（24.0％）、

「行く目的がない」（17.0％）となっています。 

図 移動図書館を利用しない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 地域や学校、こども園等でボランティア活動をしていますか。 

ボランティア活動の参加状況についてみると、「したことがない」（89.9％）が多く、次いで「過去

にしていたことがある」（5.5％）、「している」（3.7％）となっています。 

図 ボランティア活動の参加状況 
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25.2%

14.9%

10.2%

7.3%

13.0%

4.4%

3.1%

2.4%

50.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

本棚の整理

本の修理

絵本などの読み聞かせ

イベントの企画・実施

本の貸し出し、返却などの窓口業務

本の朗読

本の音訳や点訳

その他

特にない

(N=794)

28.9%

17.0%

30.5%

36.6%

27.6%

28.3%

19.1%

13.1%

23.4%

31.1%

21.7%

15.9%

22.5%

23.6%

32.3%

37.6%

19.9%

29.9%

17.8%

13.7%

17.3%

18.8%

28.0%

28.5%

22.1%

14.6%

23.6%

28.8%

26.4%

22.4%

14.2%

13.5%

5.7%

7.4%

6.5%

5.1%

6.1%

6.9%

6.5%

7.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

身近な地域で本がある環境づくり

地域の読書活動の活性化

読書を楽しめる場の提供

小さなころから本を読むことの習慣づけ

家庭で身近に本がある環境づくり

図書館機能の充実

市からの読書に関する情報発信

本に関する研修や講座の開催

とてもあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない 無回答

(N=883)

● どんなボランティア活動をやってみたいですか。【複数回答】 

ボランティア活動をしたことがない方について、やってみたいボランティア活動をみると、「特に

ない」（50.8％）が最も多く、次いで「本棚の整理」（25.2％）、「本の修理」（14.9％）となっていま

す。 

図 やってみたいボランティア活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 草津市全域・全世代が読書をするまちにするためにどのようなことが大切だと思い

ますか。それぞれの項目のあてはまるものに〇をつけてください。 

今後の読書活動の推進のために大切なことをみると、「とてもあてはまる」が最も多いのは「小さ

なころから本を読むことの習慣づけ」（36.6％）で、次いで「読書を楽しめる場の提供」（30.5%）と

なっています。あてはまる（「とてもあてはまる」と「ややあてはまる」の合計）は「地域の読書活動の

活性化」を除いて 50％以上となっています。 

図 今後の読書活動の推進のために大切なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草津市読書のまち推進計画 
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